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十
月
二
十
三
日
�
は
、い
よ
い
よ
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
秋
季
大
会

成
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
、そ
し
て
デ
モ
ス
ポ
行
事
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
ビ
リ
ヤ
ー
ド
競
技
の
本
番
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
体
本
番
に
向
け
て
行

な
っ
て
き
た
様
々
な
市
民
運
動
も
大

詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。
十
月
二
十

三
日
�
に
、
ピ
オ
ー
ネ
球
場
で
行
わ

れ
る
成
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

の
開
始
式
に
先
立
ち
、
幼
稚
園
・
保

育
所
の
園
児
や
婦
人
会
に
よ
る
ダ
ン

ス
が
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
披

露
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
向
け
た
最
終
的
な
調
整
と

し
て
、
市
内
各
幼
稚
園
・
保
育
所
で

ポ行事結果

は
、
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
練
習
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
九
月
十
六
日
�
の
夜
に
は

ピ
オ
ー
ネ
球
場
で
、
市
内
各
婦
人
会

か
ら
総
勢
三
百
八
十
人
が
参
加
し
、

本
番
さ
な
が
ら
に
踊
り
の
練
習
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

九
月
十
八
日
�
に
は
、
ま
な
び
広

場
に
い
み
で
音
楽
隊
の
練
習
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
開
始
式
、
表
彰
式
な

ど
で
の
演
奏
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
は
、
秋

季
大
会
で
最
後
と
な
り
ま
す
。
正
式

競
技
同
様
に
、
デ
モ
ス
ポ
競
技
、
そ

し
て
市
民
参
加
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
や
音
楽
隊
演
奏
に
も
、
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

グライダー競技

ロン競技
� （教育委員会国体推進課内 ��６２４１）

十
月
二
十
二
日
�
に
岡
山
市
で

行
わ
れ
る
総
合
開
会
式
以
外
の

国
体
競
技
観
戦
は
、
す
べ
て
入

場
無
料
で
す
。

み
ん
な
の
力
で
成
功
さ
せ
よ
う

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
やややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体

お 
か 
や 
ま
国
体
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

秋
季
大
会



3 市報にいみ 第7号
October 2005

おかやま国体夏季大会デモス
入賞者は次のとおり（敬称略）

【ゲートボール競技】
  優　勝　新庄上チーム（真庭）
  準優勝　蒜山チーム（真庭）
  第３位　美甘チーム（真庭）
            　平川チーム（高梁）

【ジュニアゲートボール競技】
★小学校の部
　優　勝　神代小Ｃチーム
　　　　　　（神代小学校）
　準優勝　ゲート６チーム
　　　　　　（神郷北小学校）
★中学校の部
　優　勝　WEEKENDチーム
　　　　　　（神郷中学校）
　準優勝　poopドン小西チーム
　　　　　　（神郷中学校）

【デュアスロン競技】
★総合男子の部
　優　勝　高橋　泰夫（倉敷市）
　準優勝　浜田　繁信（岡山市）
　第３位　鳥越　秀樹（倉敷市）
★総合女子の部
　優　勝　小椋　よう子（赤磐市）
　準優勝　浮田　純子（岡山市）
　第３位　熊澤　真澄（岡山市）

ディスクゴルフ競技・パラ
　９月１０日�・１１日�の両日、大佐山大

日高原周辺で、ディスクゴルフ競技・パ

ラグライダー競技が開催され、それぞれ

１５６人と１０１人の選手が熱戦を繰り広げ

ました。地元新見市からもディスクゴルフ

競技に３７人、パラグライダー競技に２人

の選手が出場し、多くの選手が入賞を果

たしました。

地元入賞者は次のとおり（敬称略）
【ディスクゴルフ競技】
★ジュニアＵ１０
　１位　山田　真央（大佐小阪部）
　２位　奥田　雪乃（大佐小阪部）
　４位　山田真由香（大佐小阪部）
★ジュニアＵ１３男子
　１位　菅野　有真（大佐永富）
　３位　西井　紀人（大佐永富）
　４位　磯田　隆司（大佐永富）
★ジュニアＵ１３女子
　１位　徳永あゆか（大佐小南）
　２位　木曽田歩実（大佐永富）
　３位　杉本　侑紀（大佐小阪部）
　４位　徳永さやか（大佐小南）
★ジュニアＵ１６
　１位　池田　有希（大佐小阪部）
　４位　原田　啓太（大佐永富）
★ジュニアＵ１９男子
　１位　藤田　崇玄（哲多町花木）
　３位　溝手　　寿（哲多町成松）
　４位　山口　浩司（新見）
★アドバンス男子
　２位　家元　秀幸（大佐小阪部）
★マスター男子
　３位　平元　和夫（大佐小阪部）
　４位　山本　公孝（新見）
★マスター女子
　１位　西井　早苗（大佐永富）

【パラグライダー競技】
★団体
　３位　光森健一郎（大佐小阪部）

ゲートボール・デュアス

　９月１１日�、神郷温泉を会場として、ゲートボール競技・デュアスロン

競技が開催されました。ゲートボールには新見・高梁・真庭の圏域から３０

チーム１９５人が集い、デュアスロンには県内各地から一般２４５人、ジュニア

（小中学生）４５人の選手が集まり、入賞めざし大会に臨みました。

　また、この日にあわせてジュニアゲートボール競技も開催され、神郷支

局管内の小学校から１０チーム、中学校から５チームが出場し、全体で約

１００人の選手がジュニアならではの多彩なゲームを繰り広げていました。

大佐
と

神郷
で熱
戦

問い合わせ先�晴れの国おかやま国体新見市実行委員会事務局



4市報にいみ 第7号
October 2005

　

新
見
市
合
併
記
念
式
典
が
九
月
二
十
五
日
�
、
ま
な
び
広
場
に
い
み
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
約
七
百
人
が
出
席
し
、
備
中
神
楽
で
幕
開
け
し
、

石
垣
市
長
の
式
辞
、
榎
議
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
こ
の
度
の
合
併
に
功
績
の

あ
っ
た
旧
阿
新
地
域
合
併
協
議
会
委
員
の
首
長
・
議
長
・
小
委
員
会
委
員
の
十
二

人
に
総
務
大
臣
表
彰
お
よ
び
県
知
事
表
彰
、
そ
の
他
の
委
員
二
十
五
人
に
市
長
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
、
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
・
久
元
喜
造
氏
に
よ
る
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

 
総
務
大
臣
表
彰
お
よ
び 

 
県
知
事
表
彰

　

石
垣　

正
夫
（
上
市
）

　

梅
田　

和
男
（
大
佐
小
阪
部
）

　

大
原
天
津
夫
（
神
郷
高
瀬
）

　

竹
元　

武
士
（
哲
多
町
本
郷
）

　

深
井　
　

正
（
哲
西
町
畑
木
）

　

杉    　

修
次
（
法
曽
）

　

横
張　

政
男
（
大
佐
大
井
野
）

　

四
木　

満
男
（
神
郷
高
瀬
）

　

中
川  　
 
�
（
哲
多
町
宮
河
内
）

　

土
屋   　

一
（
哲
西
町
矢
田
）

　

新
中　

淑
弘
（
草
間
）

　

真
壁　

雅
樹
（
新
見
）

新
見
市
合
併
記
念
式
典

合
併
功
労
者　

人
を
表
彰

37総務大臣表彰および県知事表彰を受賞された１２名
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市
長
感
謝
状

　

横
内　

久
明
（
西
方
）

　

坂
口　

正
視
（
西
方
）

　

家
本　

昭
男
（
豊
永
宇
山
）

　

千
香　
　

厳
（
上
熊
谷
）

　

小
野
貴
美
江
（
新
見
）

　

森
岡　

勝
義
（
大
佐
田
治
部
）

　

前
田　

宗
良
（
大
佐
小
南
）

　

鹿
島　

正
道
（
大
佐
永
富
）

　

吉
田　

政
博
（
大
佐
田
治
部
）

　

宮
原　

淳
子
（
大
佐
小
阪
部
）

　

柴
田　

卓
志
（
神
郷
釜
村
）

　

仲
田　

康
豊
（
神
郷
下
神
代
）

　

奈
須　

信
和
（
神
郷
下
神
代
）

　

四
木
久
美
子
（
神
郷
高
瀬
）

　

島
上　

守
二
（
神
郷
釜
村
）

　

土
屋　

明
房
（
哲
多
町
本
郷
）

　

羽
場　

純
三
（
哲
多
町
田
淵
）

　

小
川
け
い
子
（
哲
多
町
田
淵
）

　

瀧
本　

高
秀
（
哲
多
町
矢
戸
）

　

宮
�　

和
司
（
哲
多
町
本
郷
）

　

宮
崎　

邦
人
（
哲
西
町
八
鳥
）

　

渡
邉
日
三
吉
（
哲
西
町
大
竹
）

　

難
波　

隆
文
（
哲
西
町
畑
木
）

　

上
原　

博
史
（
哲
西
町
矢
田
）

　

塚
本
ト
シ
子
（
哲
西
町
上
神
代
）

　
　
　
　

〈
順
不
同
、
敬
称
略
〉

市長感謝状

総務大臣表彰および県知事表彰

総務大臣官房審議官　久元氏による
記念講演「自治体経営を巡る外部環境について」

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　

合
併
・
行
革
推
進
課

　
　

（
�
�
６
１
６
０
）

備中神楽唐松社による
オープニング「猿田彦の舞」
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か
り
勉
強
し
て
ま
た
会
い
に
行
き
、

伝
え
き
れ
な
か
っ
た
日
本
の
文
化

や
歴
史
を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

松
原　

龍
く
ん（
美
郷
中
）

　

カ
ナ
ダ
研
修
に
参
加
し
て
と
て

も
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

初
め
て
の
海
外
で
し
た
が
、
カ
ナ

ダ
は
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
日
本
食
を

ご
ち
そ
う
し
た
と
き
は
、
お
い
し

い
と
言
っ
て
く
れ
て
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
。
今
回
の
研
修
で
と
て

も
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

片
山　

茜
さ
ん（
井
倉
中
）

　

最
初
は
不
安
で
し
た
が
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
子
供
た
ち
と
バ

ス
ケ
ッ
ト
を
し
て
、
言
葉
は
通
じ

な
く
て
も
心
が
通
じ
合
え
た
よ
う

な
気
が
し
て
不
安
も
解
消
し
ま
し

た
。
学
校
で
は
、
と
て
も
優
し
い

美
し
い
大
自
然
と
街
並
み
の

カ
ナ
ダ
・
シ
ド
ニ
ー
訪
問

八
月
二
日
か
ら
九
日
ま
で
、市
民
海
外
研
修
団（
団
長：

藤
野
教
育
長
、市
内
の
中
学
三
年
生
八
名
を

含
む
十
二
人
）が
、カ
ナ
ダ
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
シ
ド
ニ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
で
は
、サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
英
語
研
修
や
課
外
授
業
に
参
加
し
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
カ
ナ
ダ
の
文
化
や
自
然
、そ
し
て
生
き
た
英
語
を
学
び
ま
し
た
。

ビクトリア国際空港に到着

ホストファミリーの家で
乗馬に挑戦

前
原
健
人
く
ん（
哲
西
中
）

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
と
て

も
親
切
で
も
う
一
日
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
た
か
っ
た
。
毎
週
木
曜
日

の
夜
に
開
か
れ
る
シ
ド
ニ
ー
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
生
の
英
語
が
体
験
で
き
て
と

て
も
良
か
っ
た
で
す
。
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
に
な

り
ま
し
た
。

真
壁
明
里
さ
ん（
美
郷
中
）

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し

て
い
る
間
、
日
本
の
こ
と
を
多
く

伝
え
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
い
の
か
わ
か

ら
ず
、
自
分
の
英
語
の
未
熟
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
私
の
上
手
で
は

な
い
英
語
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
一

生
懸
命
聞
い
た
り
見
て
く
れ
た
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
見
て
、
し
っ
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エ
リ
ッ
サ
先
生
に
教
え
て
も
ら
い

と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
ま

た
、
絶
対
カ
ナ
ダ
に
来
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
川
美
幸
さ
ん（
井
倉
中
）

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
子
供
た
ち
と
遊
ん
で
、
ま
る

で
妹
や
弟
が
で
き
た
み
た
い
で
う

れ
し
か
っ
た
。
学
校
で
は
英
語
を

楽
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
毎

日
が
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

も
っ
と
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
一
生
の
思

い
出
で
す
。

津
内
理
沙
さ
ん（
井
倉
中
）

　

私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
家

庭
に
は
フ
ラ
ン
ス
、
メ
キ
シ
コ
の

二
人
の
留
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
て
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
話
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
す
ご
く
美

人
で
優
し
か
っ
た
で
す
。
英
語
の

授
業
は
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
英
語
の

苦
手
な
私
で
も
楽
し
く
授
業
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
か

ら
、
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
も

う
一
度
カ
ナ
ダ
へ
行
き
た
い
で
す
。

小
川
萌
子
さ
ん（
哲
多
中
）

　

カ
ナ
ダ
に
行
く
前
は
と
て
も
不

安
で
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
が
と
て
も
温
か
く
迎
え
て
く
れ

て
安
心
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
で
お
好
み
焼
き
を
作
り
ま
し

た
。
と
て
も
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ

て
大
成
功
で
し
た
。
一
緒
に
行
っ

た
み
ん
な
と
も
仲
良
く
な
れ
、
本

場
の
英
語
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
大
き
な

財
産
に
な
り
ま
し
た
。

浅
田
侑
希
さ
ん（
新
見
第
一
中
）

　

シ
ド
ニ
ー
は
と
て
も
美
し
い
町

で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

と
て
も
親
切
で
優
し
く
、
折
り
鶴

を
教
え
て
あ
げ
大
変
好
評
で
し
た
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
、
浴
衣
や
甚
平

を
き
て
日
本
の
歌
を
歌
っ
た
り
習

字
な
ど
で
し
っ
か
り
日
本
を
ア
ピ

ー
ル
で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
州
シ
ド
ニ
ー

　

州
都
ビ
ク
ト
リ
ア
か
ら
北
へ
約
三

十
キ
ロ
に
位
置
す
る
シ
ド
ニ
ー
は
、

一
九
五
二
年
に
誕
生
し
、
人
口
は
約

一
万
二
千
人
。
ビ
ク
ト
リ
ア
国
際
空

港
と
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
に
隣
接
し
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
の
交
通
の
要
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
し
い
海

に
面
し
た
町
で
、
周
り
に
は
多
く
の

島
が
あ
り
、
ボ
ー
ト
や
カ
ヤ
ッ
ク
、

カ
ヌ
ー
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

な
ど
の
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
観
光
地
と
し
て
発
展
し

て
い
ま
す
。

バンクーバーにて

ホストファミリーとピクニック

シドニーのメインストリート

ビクトリアのハンギングバスケット
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新新新新見見見見音音音音頭頭頭頭でででで交交交交流流流流深深深深めめめめるるるる新見音頭で交流深める

縄県竹富町を訪問
８８８８月月月月７７７７日日日日かかかからららら１１１１２２２２日日日日ままままでででで、、、、新新新新見見見見市市市市児児児児童童童童沖沖沖沖縄縄縄縄県県県県竹竹竹竹富富富富町町町町訪訪訪訪問問問問団団団団（（（（団団団団長長長長：：：：野野野野林林林林教教教教育育育育次次次次長長長長、、、、市市市市内内内内小小小小学学学学６６６６年年年年生生生生　８月７日から１２日まで、新見市児童沖縄県竹富町訪問団（団長：野林教育次長、市内小学６年生

２２２２２６６６６人人人人をををを含含含含むむむむ３３３３１１１１人人人人））））がががが、、、、昨昨昨昨年年年年にににに引引引引きききき続続続続きききき国国国国内内内内交交交交流流流流事事事事業業業業ととととししししてててて、、、、沖沖沖沖縄縄縄縄県県県県八八八八重重重重山山山山郡郡郡郡竹竹竹竹富富富富町町町町をををを訪訪訪訪ねねねね、、、、竹竹竹竹富富富富町町町町のののの子子子子６人を含む３１人）が、昨年に引き続き国内交流事業として、沖縄県八重山郡竹富町を訪ね、竹富町の子
供供供供たたたたちちちちととととのののの交交交交流流流流やややや沖沖沖沖縄縄縄縄のののの自自自自然然然然をををを体体体体験験験験ししししままままししししたたたた。。。。供たちとの交流や沖縄の自然を体験しました。
子子子子供供供供たたたたちちちちはははは、、、、新新新新見見見見でででではははは体体体体験験験験ででででききききなななないいいい珊珊珊珊瑚瑚瑚瑚礁礁礁礁のののの観観観観察察察察やややや海海海海水水水水浴浴浴浴をををを満満満満喫喫喫喫ししししままままししししたたたた。。。。西西西西表表表表島島島島、、、、黒黒黒黒島島島島ででででのののの子子子子供供供供会会会会　子供たちは、新見では体験できない珊瑚礁の観察や海水浴を満喫しました。西表島、黒島での子供会

ととととのののの交交交交流流流流会会会会でででではははは、、、、備備備備中中中中神神神神楽楽楽楽、、、、銭銭銭銭太太太太鼓鼓鼓鼓、、、、空空空空手手手手、、、、ももももももももっっっっちちちち体体体体操操操操をををを披披披披露露露露しししし、、、、最最最最後後後後はははは新新新新見見見見音音音音頭頭頭頭をををを双双双双方方方方児児児児童童童童一一一一緒緒緒緒ににににとの交流会では、備中神楽、銭太鼓、空手、ももっち体操を披露し、最後は新見音頭を双方児童一緒に
踊踊踊踊っっっってててて大大大大いいいいにににに盛盛盛盛りりりり上上上上ががががりりりりままままししししたたたた。。。。おおおお互互互互いいいいのののの住住住住所所所所をををを交交交交換換換換すすすするるるるななななどどどどししししてててて友友友友達達達達ももももたたたたくくくくささささんんんんででででききききままままししししたたたた。。。。ままままたたたた、、、、沖沖沖沖縄縄縄縄本本本本踊って大いに盛り上がりました。お互いの住所を交換するなどして友達もたくさんできました。また、沖縄本
島島島島ででででははははひひひひめめめめゆゆゆゆりりりりのののの塔塔塔塔ななななどどどどをををを見見見見学学学学しししし、、、、戦戦戦戦争争争争のののの怖怖怖怖ささささ、、、、つつつつららららささささをををを深深深深くくくく心心心心にににに刻刻刻刻みみみみままままししししたたたた。。。。島ではひめゆりの塔などを見学し、戦争の怖さ、つらさを深く心に刻みました。

●�

●� ●�

●�

●�

●�
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子
ど
も
た
ち
の
感
想

た
。

榎　

悠
希
さ
ん
（
福
本
小
）

　

あ
ん
な
き
れ
い
な
海
で
泳
げ
る
な

ん
て
竹
富
町
の
人
が
う
ら
や
ま
し
い
。

梅
田
奈
乃
生
さ
ん
（
下
熊
谷
小
）

　

間
近
で
魚
の
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。

上
杉
太
郎
く
ん
（
井
倉
小
）

　

心
に
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
宝
物

が
で
き
ま
し
た
。

藤
井
優
海
さ
ん
（
下
熊
谷
小
）

　

黒
島
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

竹
井
広
樹
く
ん
（
思
誠
小
）

　

き
れ
い
な
魚
が
い
っ
ぱ
い
い
て
胸

が
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

小
林
昂
央
く
ん
（
明
新
小
）

　

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
味
は
、
本
物
で

し
た
。

妹
尾
翔
吾
く
ん
（
正
田
小
）

　

船
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
を
放
流
さ
せ
て

も
ら
い
感
動
し
ま
し
た
。

中
曽
真
実
衣
さ
ん
（
正
田
小
）

　

水
牛
の
ゴ
ン
太
く
ん
の
牛
車
は
乗

り
心
地
が
良
か
っ
た
。

平
井
一
樹
く
ん
（
思
誠
小
）

　

熱
帯
魚
が
手
を
つ
つ
い
て
く
れ
て

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

本
田
佳
李
さ
ん
（
思
誠
小
）

　

海
で
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
を
見
ま
し

た
。
感
動
し
ま
し
た
。

徳
永
咲
夏
さ
ん
（
思
誠
小
）

　

家
で
折
っ
た
折
鶴
を
ひ
め
ゆ
り
の

塔
に
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
原
利
予
さ
ん
（
神
代
小
）　

　

大
き
い
キ
ノ
コ
み
た
い
な
テ
ー
ブ

ル
サ
ン
ゴ
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
。

竹
田
み
さ
き
さ
ん
（
福
本
小
）

　

家
の
石
垣
が
サ
ン
ゴ
で
で
き
て
い

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
石
垣
な
の

に
。

池
田
真
起
子
さ
ん
（
千
屋
小
）

　

千
屋
の
写
真
を
持
っ
て
行
っ
て
見

せ
て
あ
げ
ま
し
た
。

福
安
さ
つ
き
さ
ん
（
思
誠
小
）

　

黒
島
の
人
た
ち
と
た
く
さ
ん
話
も

で
き
た
し
、
エ
イ
サ
ー
踊
り
が
す
ご

か
っ
た
。

重
村
浩
也
く
ん
（
思
誠
小
）

　

珊
瑚
礁
で
切
っ
た
足
の
傷
跡
、
今

で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ミ
ヘ
ビ
が

三
匹
も
い
た
。

井
石
聖
羅
さ
ん
（
塩
城
小
）

　

ミ
ナ
ミ
コ
メ
ツ
キ
ガ
ニ
の
大
群
を

手
で
す
く
い
ま
し
た
。
く
す
ぐ
っ
た

か
っ
た
。

上
藤
紗
希
さ
ん
（
唐
松
小
）

　

交
流
会
で
「
ご
ざ
ま
い
」
が
上
手

に
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。

高
瀬
瞭
斗
く
ん
（
明
新
小
）

　

黒
島
を
出
発
す
る
と
き
黒
島
の
友

達
が
港
に
飛
び
込
ん
で
見
送
っ
て
く

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

沖
田
奈
々
さ
ん
（
井
倉
小
）

　

交
流
会
で
た
く
さ
ん
の
友
達
と
い

ろ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。

佐
々
木
詩
織
さ
ん
（
井
倉
小
）

　

自
分
の
手
で
取
っ
た
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
の
味
は
最
高
で
し
た
。

迫
田
寛
子
さ
ん
（
刑
部
小
）

　

小
さ
い
子
供
が
す
る
エ
イ
サ
ー
踊

り
が
と
て
も
す
ご
か
っ
た
。

林　

柾
く
ん
（
福
本
小
）

　

大
き
い
シ
ジ
ミ
が
い
た
。
地
球
温

暖
化
で
海
の
な
か
に
シ
ワ
が
…
。

西
村　

幸
さ
ん
（
思
誠
小
）

　

マ
リ
ュ
ウ
ド
の
滝
を
見
て
感
動
し

ま
し
た
。

前
原
昇
路
く
ん
（
野
馳
小
）

　

友
達
を
い
っ
ぱ
い
つ
く
れ
ま
し
た
。

小
河
俊
介
く
ん
（
思
誠
小
）

　

珊
瑚
や
貝
殻
を
持
っ
て
帰
り
ま
し

沖

�首里城見学　�浦内川カヌー探検　�みんなといっしょに新見
音頭　�水牛車にのって由布島へ　�黒島で海水浴　�黒島のみ
んなと交流会　�黒島研究所で海ガメ観察　�黒島のまちなみ　
�初体験のパイナップルとり　�黒島のみんなと一緒に記念撮影

●�

●� ●�

●�



10市報にいみ 第7号
October 2005

���億�������万 円

■決算の概要
　平成１６年度の普通会計決算額は、歳入

３１６億６１０万円、歳出３０２億６,２７３万円で、形

式収支は１３億４,３３７万円の黒字となってい

ます。形式収支から翌年度へ繰越す財源２

億２,０９０万円を差し引いた実質収支は、１１億

２,２４７万円の黒字となっています。

■財政的指標から見た決算
　市の平成１６年度決算を代表的な財政指

数で見ると、経常収支比率は９１.２％、公債

費比率は２５.２％で、起債制限比率は１５.８％と

なっています。

　普通会計の地方債残高は４８８億５,６８６万円

で、市民一人当たりでは約１３３万円になり

ます。しかし、地方債の元利返済に当たっ

て、普通交付税に算入される有利な地方債

の運用に努めているため、実質的な借金は

５１万円となります。

　また、家計での貯蓄にあたる「基金」の

現在高は、総額で２９億２,７２９万円で、市民一

人当たりでは８万円となっています。

■平成１６年度 主な事業
●市道新設改良事業 ��� １４億３,７０９万円

●大佐総合センター整備事業

　 ����������� １０億４,５２８万円

●健康増進施設整備事業 � ６億８,４３１万円

●神郷総合センター建設事業

　 ����������� ６億４,３１３万円

●市町合併推進事業 ��� ５億７,５４７万円

●林業振興事業 ����� ３億７,７３３万円

●農業基盤整備事業 ��� １億７,２３５万円

●畜産振興事業 ����� １億６,９６５万円

●アグリビジネススタート事業

　 ����������� １億３,４０３万円

●診療所増設事業 ������ ４,９７８万円

歳入�

歳出�

地方交付税�
116億7,493万円�
（36.9％）�

市債�
61億2,500万円�
（19.4％）�

繰入金�
35億5,422万円�

（11.3％）�

市税�
32億43万円�
（10.1％）�

県支出金�
19億5,828万円�

（6.2％）�

国庫支出金�
11億4,466万円�

（3.6％）�

繰越金�
9億1,404万円（2.9％）�

諸収入�
7億228万円（2.2％）�

使用料および手数料�
6億8,115万円（2.2％）�

地方譲与税�
4億3,703万円（1.4％）�

地方消費税交付金�
3億5,869万円（1.2％）�

財産収入�
2億268万円（0.7％）�

自動車取得税交付金�
1億6,866万円（0.5％）�

分担金および負担金�
1億6,658万円（0.5％）�

寄附金�
1億5,942万円（0.5％）�

地方特例交付金�
1億199万円（0.3％）�

利子割交付金�
3,345万円（0.1％）�

交通安全対策特別交付金�
843万円（0.0％）�

株式等譲渡所得割交付金�
680万円（0.0％）�

配当割交付金�
634万円（0.0％）�

ゴルフ場利用税交付金�
104万円（0.0％）�

総務費�
58億163万円�
（19.2％）�

公債費�
56億106万円�
（18.5％）�

教育費�
41億1,608万円�
（13.6％）�

民生費�
34億9,069万円（11.5％）�

土木費�
32億567万円�
（10.6％）�

衛生費�
30億1,911万円�

（10.0％）�

農林水産業費�
26億9,167万円（8.9％）�

消防費�
9億401万円（3.0％）�

商工費�
7億934万円（2.3％）�

議会費�
4億2,252万円（1.4％）�

災害復旧費�
2億4,021万円（0.8％）�

労働費�
6,074万円（0.2％）�

　平成１６年度の財政状況（旧１市４町・
広域事務組合の決算合計）がまとまりまし
たので、その主な内容をお知らせします。

歳入総額３１６億６１０万円

歳出総額３０２億６�２７３万円

平成１６年度 普通会計の財政状況

※普通会計…公営事業会計以外の会計を総合して１つの会
計としてまとめたもの。
新見市では、一般会計・診療所特別会計・新見公立短期大学
特別会計・住宅新築資金等貸付特別会計をいう。
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普通会計�
488億5,686万円�
（67.4％）�

下水道事業特別会計�
173億5,108万円�
（23.9％）�

簡易水道事業特別会計�
53億8,845万円（7.4％）�

介護老人保健施設特別会計�
7億1,900万円（1.0％）�

国民健康保険特別会計�
（直診勘定）�
1億7,970万円（0.3％）�

�����

世帯・個人当たりの状況
平成１７年３月末現在

■上水道事業（公営企業）の状況  （平成１６年度下半期）

５，６８８戸給　　 水　　 戸　　 数

１３，７９５人給　　 水　　 人　　 口

８４７，５６６�配　　　 水　　 　 量

７７５，００２�有　　 収　　 水　　 量

９１．４％有　　 　 収　　　 率

４，６５７�� 日 平 均 配 水 量

主 な 建 設 改 良 事 業

５，３９６万円下水道関連水道管移設事業

費 用 の 部収 益 の 部

�億�,���万円営 業 費 用
（減価償却費・人件費等）

�億�,���万円営 業 収 益
（水道料金等）

�,���万円営 業 外 費 用
（支払利息等）

�,���万円営 業 外 収 益
（預金利息等）

��万円特 別 損 失 �万円特 別 利 益

�億�,���万円計�億�,���万円計

当期（下半期）純損失　　�,���万円

市民一人
1,326,825円

（ ）

市民一人
86,919円

市民一人
821,888円

うち約８１７,０００円が
国からの交付税算入分

一 世 帯
3,914,812円

（ ）

一 世 帯
256,445円

一 世 帯
2,424,898円

うち約２,４０９,０００円が
国からの交付税算入分

市税の
負担額

決算額

地方債の
負担状況
（普通会計）

７２４億９�５０９万円

世帯数…１２,４８０世帯　人　口…３６,８２１人

■基金の現在高  （単位：千円）

�,���,���財政調整基金

���,���減債基金

�,���公園墓地整備基金

��,���千屋ダム周辺地域振興基金

�,���大佐診療所医療用機器整備基金

��,���奨学基金

���,���かしのき基金

���,���新見美術館運営基金

��,���新見美術館美術品購入準備基金

��,���観光施設整備基金

��,���一般廃棄物最終処分場周辺地域振興基金

���,���土地開発基金

��,���高額療養費貸付基金

���,���肉用牛特別導入事業基金

�,���,���合　　　計

公園墓地整備基金�
（8,063千円）�

大佐診療所医療用機器�
整備基金（3,011千円）�

財政調整基金�
（1,601,890千円）�

かしのき基金�
（354,108千円）�

新見美術館運営基金�
（219,233千円）�

減債基金（201,965千円）�

肉用牛特別導入事業�
基金（182,876千円）�

土地開発基金�
（132,902千円）�

千屋ダム周辺�
地域振興基金�
（76,571千円）�

新見美術館美術品購入準備基金�
（73,757千円）�

奨学基金（41,488千円）�

観光施設整備基金�
（10,930千円）�

高額療養費貸付基金�
（10,500千円）�

一般廃棄物最終処分場�
周辺地域振興基金�
（10,000千円）�

地方債の現在高
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叙位叙勲
　生前の功績が讃えられ、故三輪幸平氏（哲多

町宮河内）に旭日単光章が授与されました。

故 
三
輪 
幸
平 
氏

　

元
哲
多
町
議
会
議
員
三
輪
幸
平
氏
（
平
成
十

七
年
六
月
二
十
一
日
死
去
）
に
旭
日
単
光
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
輪
氏
は
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
昭
和
五
十

四
年
ま
で
の
三
期
十
二
年
に
わ
た
り
哲
多
町
議

会
議
員
と
し
て
町
政
に
取
り
組
ま
れ
、
正
副
議

長
を
は
じ
め
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
哲
多
町
教
育
委
員
会
委
員
長
職
務
代

理
者
、
哲
多
町
森
林
組
合
理
事
、
哲
多
町
森
林

組
合
副
組
合
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
町
の
教
育

並
び
に
農
業
の
振
興
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

議会�
平成１７年９月定例会

　

市
議
会
九
月
定
例
会
が
九
月
一

日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
提
出
さ
れ
た

議
案
は
、
合
併
に
伴
う
平
成
十
六

年
度
旧
新
見
市
、
旧
大
佐
町
、
旧

神
郷
町
、
旧
哲
多
町
、
旧
哲
西
町

お
よ
び
旧
阿
新
広
域
事
務
組
合
の

各
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び

事
業
会
計
決
算
四
十
六
件
、
平
成

十
六
年
度
新
見
市
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
お
よ
び
事
業
会
計
決
算

十
四
件
、
条
例
十
一
件
、
平
成
十

七
年
度
補
正
予
算
十
一
件
、
そ
の

他
九
件
の
計
九
十
一
件
お
よ
び
専

決
処
分
し
た
報
告
二
件
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
平
成
十
六
年
度
決
算
に

つ
い
て
は
、
現
在
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
お
い
て
継
続
審
議
中
で

す
が
、
他
は
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

 
補
正
予
算

■
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
九
億
一
千
七
百
四
十
八
万
円

が
追
加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
は
二

百
八
十
七
億
四
千
七
百
八
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

○
衆
議
院
議
員
選
挙
費

…
…
…
四
千
二
百
四
十
五
万
円

○
公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

の
た
め
石
綿
含
有
率
測
定
手
数
料

…
…
…
二
百
万
円

○
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
整
備
設
計

委
託
料
な
ど
の
委
託
料

…
…
…
二
億
二
千
八
百
九
十
万
円

○
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
の
建
設
工
事
費

…
…
…
七
千
七
百
十
八
万
円

○
ふ
る
さ
と
特
産
物
育
成
対
策
事

業
補
助
金

…
…
…
二
千
七
百
十
七
万
円

○
雇
用
機
会
の
拡
大
と
産
業
の
高

度
化
に
資
す
る
た
め
企
業
立
地
促

進
奨
励
金

…
…
…
二
千
九
百
十
七
万
円

○
道
路
新
設
改
良
工
事
費

…
…
…
六
千
七
百
十
万
円

○
平
山
郁
夫
画
伯
の
絵
画
購
入
に

係
る
備
品
購
入
費

…
…
…
五
千
二
百
五
十
万
円

○
台
風
十
四
号
及
び
集
中
豪
雨

（
九
月
十
日
・
十
一
日
）
に
係
る

災
害
復
旧
関
連
経
費

…
…
…
二
億
八
百
六
十
九
万
円

 
条
例
関
係

■
新
見
市
新
見
駅
前
交
流
セ
ン
タ

ー
条
例

　

新
見
市
新
見
駅
前
交
流
セ
ン
タ

ー
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
の
改
正
に
伴
い
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
条
例

の
全
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
新
見
千
屋
温
泉
い
ぶ
き

の
里
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

新
見
千
屋
温
泉
の
利
用
に
つ
い

て
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
棟
の
冬
季
の

仮
眠
利
用
、
温
泉
利
用
時
間
の
延

長
、
宿
泊
室
の
洋
室
化
、
犬
の
宿

泊
な
ど
温
泉
利
用
者
の
利
便
性
を

高
め
多
様
な
利
用
が
図
れ
る
よ
う
、

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
法
曽
陶
芸
館
条
例

　

旧
法
曽
小
学
校
校
舎
を
利
用
し

て
、
地
域
に
伝
わ
る
陶
芸
に
関
す

る
資
料
の
収
集
や
展
示
及
び
研
究
、

調
査
を
行
い
地
域
文
化
の
振
興
を

図
る
拠
点
施
設
と
し
て
新
見
市
法

曽
陶
芸
館
を
設
置
す
る
た
め
、
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
整
備
に
係
る

補
正
予
算
な
ど
を
可
決
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
に
防
災

功
労
者
防
災
担
当
大
臣
表
彰
、

新
見
市
哲
西
学
校
給
食
共
同

調
理
場
に
学
校
給
食
文
部
科

学
大
臣
表
彰
、
新
見
市
に
国

土
交
通
大
臣
賞
「
い
き
い
き

下
水
道
賞
」
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

防
災
功
労
者
防
災
担
当
大
臣
表
彰

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ム
ダ
）
に
、
防
災
功
労
者

防
災
担
当
大
臣
表
彰
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
昭
和
五
十
九
年

の
設
立
以
来
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
中
南
米
な
ど
に
お
い
て
、
戦

争
、
自
然
災
害
、
貧
困
な
ど
に
よ

り
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る

人
々
へ
の
医
療
救
援
と
生
活
状
態

改
善
の
た
め
の
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
特
に
昨
年
末
に
発
生
し

た
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
災
害
で

は
、
発
災
直
後
か
ら
現
在
ま
で
、

巡
回
診
療
と
と
も
に
復
旧
・
復
興
、

予
防
な
ど
一
連
の
防
災
活
動
で
顕

著
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
十
四
号
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
宮
崎
市
か
ら
の
要

請
を
受
け
て
、
九
月
十
日
、
哲
多

町
の
国
際
貢
献
大
学
校
か
ら
救
援

要
員
を
現
地
へ
派
遣
し
、
救
援
物

資
を
被
災
地
へ
届
け
ま
し
た
。

学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
表
彰

共
同
調
理
場
の
部
に
、「
新
見
市
哲

西
学
校
給
食
共
同
調
理
場
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
に
文
部
科
学
省

の
「
安
全
か
つ
安
心
な
学
校
給
食

推
進
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
�

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と

訓
練
の
実
施
、
児
童
・
生
徒
に
対

す
る
衛
生
指
導
の
充
実
、
�
生
産

者
・
納
入
業
者
と
連
携
し
た
安
全

か
つ
良
質
な
地
場
農
産
物
の
供
給

に
関
す
る
研
究
、
�
ウ
ェ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
の
調
理
場
に
お
け
る
ド
ラ

イ
運
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
が
大
き
く
評
価
さ
れ
、
今
回

の
表
彰
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
賞

　

新
見
市
が
事
業
を
進
め
て
い
る

下
水
道
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
整
備
事

業
に
対
し
、国
土
交
通
大
臣
賞「
い

き
い
き
下
水
道
賞
」
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
毎
年
九
月
十
日
の

「
下
水
道
の
日
」に
合
わ
せ
て
発
表

さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
新
見
市
が

受
賞
し
た
の
は
「
下
水
道
有
効
利

用
部
門
」
に
お
い
て
、
下
水
道
管

理
系
光
フ
ァ
イ
バ
を
下
水
道
施
設

だ
け
で
は
な
く
、
各
家
庭
ま
で
接

続
し
、
有
効
に
利
用
し
て
い
る
と

い
う
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

大

臣

表

彰

　

第
十
二
回
新
見
阿
哲
文
学
選
奨

の
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
小
説
、
詩
、
短
歌
、
俳

句
、
川
柳
の
五
部
門
に
五
十
二
点

の
応
募
が
あ
り
、
四
点
が
入
選
作

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
小
説
（
船
津
祥
一
郎
選
）

　

入
賞
該
当
無
し

▼
詩
（
三
沢
浩
二
選
）

○
入
選
＝
田
中
俊
輔
（
千
屋
実
）、 

「
非
時
間
の
季
節
、
永
遠
の
夏
、
博

愛
」

○
佳
作
＝
寺
田
真
一
郎
（
新
見
）、

田
井
芳
枝
（
兵
庫
県
稲
美
町
）、
冨

谷
和
馬
（
長
屋
）

▼
短
歌
（
能
見
謙
太
郎
選
）

○
入
選
＝
羽
場
幹
恵
（
哲
西
町
矢 

田
）

 
「
碑
の
文
字
浮
き
た
つ
」

○
佳
作
＝
田
中
陽
子
（
上
熊
谷
）、

生
田
孝
子
（
金
谷
）、
生
田
孝
仁 

（
金
谷
）、
吉
良
澄
子
（
哲
西
町
上

神
代
）、
田
井
芳
枝
（
兵
庫
県
稲

美
町
）

▼
俳
句
（
平
松
良
子
選
）

○
入
選
＝
田
井
芳
枝
（
兵
庫
県
稲

美
町
）

 
「
春
の
闇
」

○
佳
作
＝
角
田
容
子
（
高
尾
）、
土

井
茂
（
高
尾
）、
児
玉
一
心
（
新

見
）、
小
野
秀
一
（
新
見
）

▼
川
柳
（
石
部
明
選
）

○
入
選
＝
田
井
芳
枝
（
兵
庫
県
稲

美
町
）

 
「
花
は
実
に
」

○
佳
作
＝
林
照
子
（
坂
本
）、
林

和
弘
（
高
尾
）、
平
本
卓
次
（
高

尾
）

●詩

田中 俊輔さん

●短歌

羽場 幹恵さん

●俳句と川柳

田井 芳枝さん

第１２回新見阿哲
文学選奨

田中（詩）、羽場（短歌）、
田井（俳句・川柳）の３氏が入選
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イ ンフ ル エンザ の
予防接種が受けられます !!

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
初
冬
か

ら
春
先
に
多
く
み
ら
れ
る
感
染
症

で
、
突
然
の
高
熱
、
頭
痛
、
関
節

痛
、
筋
肉
痛
な
ど
が
み
ら
れ
、
普

通
の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身
症
状
が

強
く
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を

合
併
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
多

い
病
気
で
す
。
近
年
、
施
設
な
ど

で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
集
団
感

染
や
、
高
齢
者
の
死
亡
が
社
会
問

題
化
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
る
死
亡
や
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
人
は
接
種
を
希
望
す
れ
ば
医

療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
次
の
人

○
接
種
日
に
次
の
年
齢
の
誕
生
日

を
む
か
え
て
い
る
こ
と

・
六
十
五
歳
以
上
の
人

・
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

人
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く

は
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
人
（
※
接
種
前
に
健
康

づ
く
り
課
ま
た
は
各
支
局
市
民

福
祉
課
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。）

■
接
種
で
き
る
期
間

　

平
成
十
七
年
十
月
一
日
〜
平
成

十
八
年
一
月
三
十
一
日
（
十
二

月
末
ま
で
の
接
種
が
理
想
的
で

す
。）

■
接
種
回
数　

一
回

■
接
種
料
金
自
己
負
担
金　

　

千
六
百
円

※
た
だ
し
、
次
の
人
は
事
前
に
申

請
し
、
助
成
券
ま
た
は
無
料
券
を

接
種
時
に
持
参
す
る
と
、
自
己
負

担
金
が
半
額
も
し
く
は
全
額
免
除

に
な
り
ま
す
。

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

人　

八
百
円
（
半
額
免
除
）

・
生
活
保
護
受
給
者

　

無
料
（
全
額
免
除
）

　

申
請
は
、
健
康
づ
く
り
課
、
各

支
局
市
民
福
祉
課
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
（
足
立
連
絡
所
を
含
む
）
で

お
願
い
し
ま
す
。
申
請
に
は
必
ず

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
接
種
時
に
持
参
す
る
も
の

　

医
療
保
険
証
ま
た
は
老
人
医
療

受
給
者
証
、
自
己
負
担
金

※
接
種
無
料
券
・
助
成
券
の
交
付

を
受
け
た
人
は
、
必
ず
そ
れ
ら
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
接
種
を
希
望
す
る
人
は
予
約
が

必
要
で
す
。
希
望
す
る
医
療
機

関
に
必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

・
予
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま

す
。

・
検
温
は
接
種
前
に
医
療
機
関
で

行
い
ま
す
。

・
市
外
の
施
設
に
入
所
、
入
院
中

の
人
で
接
種
を
希
望
す
る
人

は
、
健
康
づ
く
り
課
ま
た
は
各

支
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課

　

（
�
�
６
１
２
９
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

電話番号所 在 地医療機関名

������足立����－�足立診療所

新　
　
　

見　
　
　

市

������井倉���井倉診療所

������新見���医療生協阿新診療所

������石蟹��－�上江洲医院

������西方���－�太田病院

������新見����－�作野医院

������千屋����千屋診療所

������高尾���－�長岡医院

������新見���－�新見中央病院

������高尾���－�長谷川紀念病院

������西方���－�松尾医院

������高尾����－��吉田医院

������新見����－��渡辺病院

������土橋����湯川診療所

������大佐小阪部����大佐町診療所

������大佐永富����金田一孝医院

������神郷下神代����神代診療所

������神郷高瀬����高瀬診療所

������神郷釜村����－�新郷診療所

������神郷油野����油野診療所

������哲西町矢田����哲西町診療所

������哲多町本郷����－�
国際貢献大学校
メディカルクリニック

�����-��-����
鳥取県日野郡日南町
生山���－�

日南病院
日
野
郡

平成１７年度 インフルエンザ予防接種可能医療機関

※要予約
※新見クリニックは透析患者のみ接種
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ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

　

不
安
を
抱
い
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

 
ア
ス
ベ
ス
ト
と
は

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
天
然
に
産
す

る
繊
維
状
け
い
酸
塩
鉱
物
で
「
せ

き
め
ん
」「
い
し
わ
た
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
耐
熱
性
、
耐
摩
耗
性
、

耐
腐
食
性
な
ど
に
優
れ
て
い
る
た

め
、
建
設
資
材
を
中
心
に
電
気
製

品
、
自
動
車
、
家
庭
用
品
な
ど
三

　

最
近
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ

る
健
康
被
害
が
全
国
各
地

で
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
市

で
は
公
共
施
設
や
教
育
施

設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
状

況
に
つ
い
て
調
査
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

千
種
を
超
え
る
利
用
形
態
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
築
物
で
は
、
お
お
む
ね
昭
和

三
十
年
か
ら
五
十
五
年
頃
ま
で
、

多
く
は
鉄
骨
の
柱
、
梁
や
空
調
機

械
室
な
ど
の
ほ
か
、
保
温
断
熱
材

や
吸
音
材
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
繊
維
が
極
め

て
細
か
く
大
気
中
に
飛
散
し
や
す

い
性
質
の
た
め
、
そ
の
繊
維
を
吸

い
込
み
、
肺
の
中
に
蓄
積
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
肺
、

悪
性
中
皮
腫
、
肺
ガ
ン
な
ど
の
病

気
を
発
症
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

 
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
相
談

　

市
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
、
相
談
な
ど
を
お

受
け
し
ま
す
。

◎
建
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ

れ
て
い
る
か
確
認
し
た
い
。

◎
ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
た
建
物

を
解
体
し
た
い
。

◎
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん
だ
製
品
を

処
分
し
た
い
。

◎
そ
の
他

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

　

財
政
課
管
財
係

　

（
�
�
６
１
２
８
）

日本脳炎予防接種
第３期の廃止について

　平成１７年７月２９日付で予防接種法施行令が一

部改正され、１４歳以上１６歳未満の者を対象とした

日本脳炎第３期の予防接種が「有効性が低い」と

して廃止されました。

　これに伴い、日本脳炎予防接種は１期（幼児期）・

２期（小学校４、５年生）の接種となり、第３期

の対象である中学校２～３年生に対する接種はあ

りませんのでお知らせします。

　なお、日本脳炎予防接種についてご質問などが

ありましたら下記までご連絡ください。

■問い合わせ先　健康づくり課（��６１２９）

　こどもからお年寄りまで幅広い市民を対象にし

た、第１回健康づくりスポーツ祭が開催されます。

　秋の一日、スポーツに親しんでみませんか。

■日時　１０月３０日�　８：００～

■会場　市民グラウンドほか

■参加申込

　各種目への参加希望の人は、１０月１２日�までに

教育委員会生涯学習課（��６１４７）へ所定の用紙

で申し込みください。

  参加対象  会　　場  種　　目

市内のスポーツ少年団、ＦＯ
Ｓ少年団、こども会など、小
学生で編成されたチーム（�
団体から複数チームの参加
も可）

市民
グラウンド

少年ソフト
ボール

市内に本拠地がある女性で
編成されたチーム（高校生以
上）

新見ピオーネ
球場

女子ソフト
ボール

市内に在住または勤務する
��歳以上の男性および女性
で編成されたチーム

市民体育館
成年バレー
ボール

市内在住の男性および女性
で編成されたチーム
部門＝小学生の部、中学生の
部、一般の部、ファミリーの
部（高校生以上）

市民体育館長なわとび

市内在住のグラウンドゴル
フ愛好家で編成されたチー
ムまたは個人

憩いとふれあ
いの公園

グラウンド
ゴルフ 
（小雨決行）

市内在住のゲートボール愛
好家で編成されたチームま
たは個人

憩いとふれあ
いの公園

ゲートボール  
（雨天決行）

市内の小学生以上で往復約
��、�時間程度歩きぬくこ
とができる人

憩いとふれあ
いの公園�鳶
が巣山（往復）

ウォーク
ラリー

いい汗かこう

健康づくりスポーツ祭健康づく り スポーツ祭
第１回
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ラストワンマイル事業
説明会開催 のおしらせ

　市では、都市部との情報格差の是正を図ることを目的として、みなさんの家庭・事業所まで高速通信
が可能な光ファイバケーブルを接続するラストワンマイル事業を推進し、高速な通信環境の整備、今後
の地上デジタルテレビ放送への対応に向け取り組んでいます。　事業の内容、必要性などについてご理解、
ご協力をいただくため、下記の日程で説明会を開催します。ご都合のよい日に最寄りの会場へぜひお越
しください。
　なお、この説明会は２時間程度を予定しており、事業所関係者も対象としています。

主な対象地区会　場　名開会時間開催月日

豊永市民センター管内豊永市民センター
��：����月��日（火）

草間市民センター管内草間市民センター

豊永市民センター管内豊永市民センター
��：����月��日（水）

神郷下神代地区神郷保健センター

熊谷市民センター管内熊谷市民センター
��：����月��日（木）

神郷油野地区神郷公民館油野分館

長屋地区長屋公会堂　　
��：����月��日（金）

菅生市民センター管内菅生市民センター

草間市民センター管内土橋交流センター
��：����月��日（月）

神郷高瀬地区神郷公民館高瀬分館

草間市民センター管内足見交流センター
��：����月��日（火）

神郷釜村地区新郷市民センター

井倉市民センター管内熊野総合センター��：����月��日（水）

足立連絡所管内足立会館
��：����月��日（月）

上市市民センター管内福本ふれあいセンター

井倉市民センター管内法曽農作業準備休憩施設
��：����月�日（火）

大佐上刑部地区上刑部地域交流ほっとサロン

井倉市民センター管内井倉市民センター
��：����月�日（水）

大佐大井野地区大井野地域交流ほっとサロン

新見地区総合福祉センター
��：����月�日（金）

馬塚地区上市市民センター

唐松市民センター管内
（正田広瀬を除く）唐松市民センター

��：����月�日（月）
大佐田治部地区田治部中央会館

上市市民センター管内
（高尾向田、西方宗金）上市市民センター

��：����月�日（火）
大佐布瀬地区布瀬地域交流ほっとサロン

石蟹地区（正田広瀬）石蟹ふれあいセンター
��：����月�日（水）

大佐小阪部・大佐永富・
大佐小南地区おおさ総合センター

■問い合わせ先
　総務企画部情報政策課ラストワンマイル事業係（��３１５４）
　大佐支局総務企画課（��２１１１）　　神郷支局総務企画課（��６１１１）
　哲多支局総務企画課（��２１１１）　　哲西支局総務企画課（��２１１１）

主な対象地区会　場　名開会時間開催月日

下熊谷地区下熊谷地区コミュニティハウス��：����月��日（木）

高尾地区高尾ふれあいセンター
��：����月��日（金）

哲多町蚊家地区新砥公民館

市内全地区総合福祉センター
��：��
��：����月��日（日）

金谷地区総合福祉センター
��：����月��日（月）

哲多町矢戸・哲多町老
栄・哲多町荻尾地区夢ひろば萬歳

西方地区（江道町、太
田、今井、緑町）駅前交流センター

��：����月��日（火）
田淵・大野地区大田ふれあいセンター

西方地区（江道町、太田、今
井、緑町、西方宗金を除く）西方ふれあいセンター

��：����月��日（水）
哲多町成松・哲多町本郷地区哲多総合センター

正田地区（広瀬を除く）正田ふれあいセンター
��：����月��日（木）

哲多町花木地区若者センター

新見地区総合福祉センター
��：����月��日（金）

哲多町宮河内地区郷土文化館

千屋市民センター管内千屋市民センター
��：����月��日（月）

哲西町大竹地区大竹集会所

千屋市民センター管内千屋市民センター
��：����月��日（火）

哲西町畑木地区畑木集会所

哲西町八鳥・哲西町上野部地区野馳小学校��：����月��日（木）

千屋市民センター管内花見公会堂
��：����月��日（金）

哲西町下野部地区下野部集会所

千屋市民センター管内井原郷土文化伝承館
��：����月��日（月）

哲西町矢田地区きらめき広場哲西

高尾地区阿新農業協同組合　本所�階
��：����月��日（火）

哲西町上神代地区矢神小学校

高尾地区新見商工会議所　�階大会議室��：����月��日（水）

各会場へ参加できなかった人総合福祉センター��：����月�日（木）

※都合により日程が急に変更になる場合がありますのでご了承ください。
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■■■■■■■■■■ま な び 広 場 に い み 主 催

パソコン講座�パソコン講座�
エクセルで文書を作ろう［１０月］
■内容　「エクセル」で簡単な文書作成に挑戦（３

回連続）

■対象　パソコンで漢字入力ができ、エクセル画

面のマウス操作が多少できる人

■日時

　昼の部　１０月１２日�、１３日�、１４日�

　　　　　１０：００～１２：００

　夜の部　１０月１９日�、２０日�、２１日�

　　　　　１８：３０～２０：３０

■会場　まなび広場にいみ２階パソコン室

■参加費　１,０００円

■定員　２０人（多数の場合は抽選）

■申込方法　講座名（「エクセルで文書を作ろう

１０月」昼の部または夜の部）、郵便番号、住所、

氏名（男・女）、年齢、電話番号を記入して、は

がきまたはＦＡＸでお申し込みください。（電話

では受付できません）

■申込締切

　昼の部　１０月５日�必着

　夜の部　１０月１２日�必着

■申し込み・問い合わせ

　〒７１８�８５０１　新見市新見３１０－３

　教育委員会生涯学習課

　（��６１４７・ＦＡＸ�６１２０）

新
見
市
情
報
化
推
進

審
議
会
委
員
決
定

太
田　

隆
正　

新
見
医
師
会　

副
会
長

竹
井　

正
樹　

新
見
商
工
会
議
所　

Ｉ
Ｔ
研
究
委
員
会
委
員
長

木
村　

正
明　

阿
哲
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
（
哲
多
町
商
工
会
会
長
）

岡
�　
　

允　

新
見
市
情
報
化
研
究
会　

会
長

静　

恭
二
郎　

足
立
石
灰
工
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

池
田　

卓
弥　

阿
新
農
業
協
同
組
合　

信
用
部
長

古
城　

幸
子　

新
見
公
立
短
期
大
学　

看
護
学
科
教
授

山
下
三
喜
子　

新
見
市
教
育
委
員
会　

小
学
校
教
諭

逸
見　

英
枝　

新
見
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

谷　
　

忠
幸　

企
業
情
報
化
支
援
施
設
ｉ
�
ｂ
ｏ
ｘ
に
い
み
入
居

者
代
表

川
添　

里
江　

公
募
に
よ
り
選
定
（
新
見
）

國
友　

正
明　

公
募
に
よ
り
選
定
（
哲
多
町
荻
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
順
不
同
、
敬
称
略
〉

■
問
い
合
わ
せ
先

　

情
報
政
策
課
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
係

　

（
�
�
３
１
５
４
）

　

こ
れ
か
ら
の
市
の
情
報
化
施
策
、
情
報
基
盤
整
備
な
ど

に
つ
い
て
協
議
す
る
新
見
市
情
報
化
推
進
審
議
会
の
委

員
十
二
名
が
決
定
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
十
八
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

結
婚支
援希望

者の登録について
結
婚支
援希望

者の登録について

　新見市結婚推進委員会では、出会いの場の
提供や個別支援などを積極的に推進するた
め、結婚支援希望者の登録を行っています。
　支援登録希望の人は、新見支局農林課農業
畜産振興係、または各支局経済建設課産業係
へお問い合わせください。

■問い合わせ先

　新見支局農林課農業畜産振興係

　　（��６１３３）

　大佐支局経済建設課産業係

　　（��２１１３）

　神郷支局経済建設課産業係

　　（��６１１３）

　哲多支局経済建設課産業係

　　（��２１１３）

　哲西支局経済建設課産業係

　　（��２１１３）
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月
５
日（
土
）

１１

●
中
世
た
た
ら
製
鉄
再
現

 
（
十
八
時
〜
翌
日
十
六
時
）

　

月
６
日（
日
）

１１

●
新
見
庄
特
産
品
販
売

　

（
九
時
〜
十
五
時
）

・
新
見
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
特
産

品
の
販
売

●
よ
ろ
ず
市（
フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
）

  
（
九
時
〜
十
五
時
）
雨
天
中
止

●
食
の
コ
ー
ナ
ー
（
九
時
〜
）

●
中
世
産
業
体
験

　

（
九
時
〜
十
五
時
）

・
紙
す
き
な
ど
の
体
験

よ
ろ
ず
市（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
） 

出
店
者
募
集

■
募
集
内
容

　

各
自
が
、
日
用
雑
貨
・
手
作
り

小
物
・
不
用
品
な
ど
を
持
ち
寄
り

販
売
し
ま
す
。
売
上
金
は
各
自
の

収
入
に
な
り
ま
す
。

■
会
場

　

旧
正
田
保
育
所
跡
地
横
の
河
原

■
申
込
方
法

　

は
が
き
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
①
参
加
項
目
②
住
所

③
氏
名
④
電
話
番
号
⑤
主
な
出

店
内
容
を
明
記
し
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切　

十
月
二
十
八
日
�

新
見
庄
歴
史
セ
ミ
ナ
ー

　

二
〇
〇
五
ゆ
ず
り
は
秋
の
文
化

講
演
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
備
中
楪
城
の
謎

に
迫
る
」
�
周
辺
三
支
城
を
含
め

た
全
容
が
い
ま
明
ら
か
に
�

■
日
時

　

十
月
二
十
九
日
�

　

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
五
十
分

■
場
所

　

商
工
会
議
所
五
階
大
会
議
室

■
内
容

・
基
調
講
演
「
備
中
兵
乱
と
楪　

城
」

　

小
和
田
哲
男
（
静
岡
大
教
授
）

・
パ
ネ
ル
デ
ｲ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

「
備
中
楪
城
の
謎
に
迫
る
」

　

コ
ー
デ
ｲ
ネ
ー
タ
ー　

岩
崎
竹

彦
（
新
見
公
立
短
大
助
教
授
）

・
基
調
報
告
「
楪
城
の
歴
史
」

　

横
山 
定
（
岡
山
県
立
記
録
資
料

館
主
査
）

・
基
調
報
告
「
遺
構
か
ら
み
た
楪

　

城
」

　

白
石
博
則
（
大
阪
府
立
日
根
野

高
校
教
諭
）

・
基
調
報
告
「
楪
城
を
守
る
会
の

取
り
組
み
」

　

西
村 
篠
（
楪
城
を
守
る
会
事　

務
局
長
）

市
政
バ
ス「
や
ま
び
こ
号
」 

中
世
史
跡
め
ぐ
り

　

新
見
庄
に
関
連
し
、
市
政
バ
ス

「
や
ま
び
こ
号
」
を
運
行
し
ま
す
。

■
内
容

　

新
見
、
西
方
、
高
尾
、
哲
西
町

八
鳥
に
点
在
す
る
新
見
庄
ゆ
か

り
の
史
跡
め
ぐ
り

■
期
日　

十
一
月
一
日
�

■
集
合
時
間

　

九
時
三
十
分
（
時
間
厳
守
）

■
集
合
場
所

　

市
役
所
本
庁
舎
玄
関
前

■
携
行
品

　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具

■
参
加
費

　

五
百
円
（
美
術
館
入
場
料
、
紙

　

す
き
材
料
代
ほ
か
）

■
募
集
人
数　

二
十
人

■
申
込
期
限

　

十
月
二
十
八
日
�

■
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
①
氏
名
②
住

所
③
年
齢
④
電
話
番
号
を
連
絡

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
七
一
八
�
八
五
〇
一　

新
見

市
新
見
三
一
〇
�
三

　

備
中
国
新
見
庄
ロ
マ
ン
の
里
づ

く
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

（
商
工
観
光
課
内　

�
�
６
１

３
６
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６
１
８
１
・

電
子
メ
ー
ルs-kan

kou
@

city.
n

iim
i.okayam

a.jp

）

旧
正
田
保
育
所
跡
地
周
辺
で
開
催

　
    　
　

月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）

１１

中
世「
新
見
庄
」を
テ
ー
マ
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

「
備
中
国
新
見
庄
ま
つ
り
」が
、十
一
月
五
日（
土
）・
六
日（
日
）の
両
日
、

旧
正
田
保
育
所
跡
地
周
辺
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

中
世
た
た
ら
委
員
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
準

備
作
業
か
ら
、
た
た
ら
製
鉄
操

業
ま
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
個
人
、
団
体
は
問
い
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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第
8
回

お
お
さ 

風 
ま
つ
り

　

今
回
で
八
回
目
を
迎
え
る
「
お
お
さ
風
ま
つ
り
」
は
、
源
流
・
風
の
ま

ち
に
ち
な
み
、
地
域
住
民
の
交
流
と
元
気
づ
く
り
を
図
る
た
め
に
開
催
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

刑
部
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
「
大
佐
源
流
太
鼓
」
な
ど
、
地
元
で
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
風
の
音
楽
会
」
の
ほ
か
、
も
の
ま
ね
、
漫

才
な
ど
の
爆
笑
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
相
談
、
健
康
運
動
指
導
、
社
会
福
祉
協
議
会
コ
ー
ナ
ー
な

ど
の
健
康
福
祉
コ
ー
ナ
ー
、
特
産
品
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
う
ま

い
も
の
店
、
大
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
多
彩

な
催
し
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

問い合わせ先　新見市文化協会（��４４０８）

■日時　１０月３０日�
　　　　１０：００～１５：００
■場所　おおさ総合センター
■問い合わせ先
　おおさ風まつり実行委員会事務局
　大佐支局経済建設課内（��２１１３）

新見市合併記念
第３回おかやま県民文化祭協賛

１１月／１日・２日・３日・６日・２７日とき

　第２４回囲碁・将棋まつり

日　　時◆１１月２７日�　９：００～１６：００

会　　場◆まなび広場にいみ（学習室）

会　　費◆小・中学生：５００円

　　　　　大人：１,０００円

　　　　　（いずれも軽食付）

内　　容◆囲碁の部…一般戦・ジュニア戦

　　　　　将棋の部…一般戦

申し込み先◆参加希望者は、１１月１９日�までに、

囲碁・将棋部事務局逸見（��２６８１）

へご連絡ください。

　文学歴史散歩と吟行会

日　　時◆１１月６日�

行 き 先◆兵庫県神戸市の「平家物語」ゆかりの

須磨浦（敦盛塚）ほか

　　　　　短歌・俳句・川柳の吟行

　第２８回新見市文化展

日　　時◆１１月１日�～３日（祝・木）

　　　　　９：００～１７：００（最終日は１５：００）

会　　場◆まなび広場にいみ（小ホール・学習室）

参加部門◆日本画、洋画、水墨画、ちぎり絵、書

道、写真、華道、工芸、手芸、盆栽、

陶芸、リアルアート、その他

特 設 展◆老人ホーム入所者作品展

　　　　　新見美術館親子スケッチ教室入賞作品

展

入 場 料◆無料

　第２７回新見市音楽芸能祭

日　　時◆１１月３日（祝・木）１２：００ 開演

会　　場◆まなび広場にいみ（大ホール）

出演部門◆箏・尺八、ゆずりは太鼓、民踊、合唱、

詩吟、民謡、千屋牛追唄、創作ダンス、

日舞、銭太鼓、大正琴、バレエ

入 場 料◆無料 

新見市文化祭新見市文化祭

刑部小学校児童による大佐源流太鼓
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市営住宅の入居者を次のとおり募集します。
■入居開始日　１１月１日�予定

■申込方法

　入居希望者は、１０月２１日�までに、新見支局都市建設課また

は各支局経済建設課に備え付けの用紙でお申し込みください。

※新見市特定公共賃貸住宅大井野の入居決定については抽選と

します。申し込みに際しては所得制限などがありますので、詳

しくは各支局にお問い合わせください。

その他家　　賃募集戸数面積構造規模団　地　名

単身者不可１４,３００円～２３,７００円3６１.８７�中層耐火３階建３ＤＫ
哲西中央

（哲西町八鳥）
市 営 住 宅

単身者可２０,０００円（定額）2３９.３�木造平屋建１LＤＫ
大井野

（大佐大井野）
新見市特定
公共賃貸住宅

新見支局都市建設課（��６１３１）

大佐支局経済建設課（��２１１３）

神郷支局経済建設課（��６１１３）

哲多支局経済建設課（��２１１３）

哲西支局経済建設課（��２１１３）

問い合わせ先

■団地名および募集戸数

　岡山県が監修し、発行される「２００６年度

版県民手帳」の購入予約を受け付けていま

す。何が便利か、何が必要かを徹底追求し

た一冊です。県内各企業にお勤めの人に、

学生さん・一般家庭用にもぜひご利用くだ

さい。

■主な内容

　行事予定表、年齢早見表、岡山県の概要・

統計資料・県内の主な文化施設・国指定

史跡名勝・宿泊施設、官公庁関係欄、諸

知識などその他いろいろ。

■申込期限　１０月２０日�

■価格　１冊　４７０円

　※代金と引き替えでお渡しします。

■配付時期　１１月中旬

■申し込み先

　企画課企画広報係（��６１１４）

総務省統計局・新見市

何かと役立つ県民手帳

����年度版
予約受付中

市営住宅　入居者募集
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■期　日　１１月５日�　※雨天決行

■会　場　岡山県備北青年の家

■対　象　幼稚園児以上の親子、子どもだけの参

加も可（ただし、小学２年生以下は保

護者同伴とする）

■時　間　９:００～１５:３０

■参加費　１人 ７００円（昼食代、雑費）

■予定イベント

　・わくわく科学教室（全員参加）

　・組み木教室

　・大学生と遊ぼう

　・木工細工教室

■定　員　先着１２０人

■申込方法

　官製はがきに、わくわく科学教室以外の希望の

活動名（第３希望まで）、氏名、学年、住所、電

話番号を書いて、岡山県備北青年の家へ送付し

てください。ファックス・電子メールでも申し

込みできます。

　※電話での申し込みは受け付けません。

■募集期間　１０月６日�～２７日�

■申し込み・問い合わせ先

　岡山県備北青年の家

　〒７１８-０００３　新見市高尾９番地

　（��２８３５・FAX�２８４０・

　電子メール　bihoku@city.niimi.okayama.jp）

日頃できない創作や表現にチャレンジ

青年の家イ ベント祭
　備北青年の家では、「わくわく科学教室」、「組み木教室」、「大学生と遊ぼう」、「木工細工教室」

などの楽しいコーナー盛りだくさんのイベント祭を開催しますので、ぜひご参加ください。

■名義変更手続き　名義変更手続き手数料は、落

札者の負担となります。

■入札日時・場所

　・日時　１０月２８日�　・受付開始　１３：００

　・入札開始　１３：４０

■入札会場　山村開発センター　２階大会議室

■物件下見・資料請求・問い合わせ先

　財政課管財係（��６１２８）

■処分する物件

　「いすゞ冷凍冷蔵庫付販売車（４ｔ）」

　　年式�����平成１０年式

　　次期車検日��平成１８年４月６日

　　排気量����５,０００cc  ディーゼル

■処分の方法　一般競争入札を行います。

■入札方法および条件

　・新見市契約規則の定めにより実施します。

　・風俗営業およびこれらに類する業への利用を

禁止します。

　・物件は、現状のままで引き渡します。引渡後

は、いかなる事態にも市は一切の責任を負い

ません。

■入札保証金　入札金額の５％以上を入札前の受

付時に納付してください。

■売買代金の納入　落札者は、契約締結時に売買

代金の１０％を内金として納入し、契約後１０ 日以

内に残金を完納していただきます。

　庁用自動車の競売を次のとおり実施します。なお、入札に参加いただく場合には、この他に必要

な事項がありますので、必ず「入札案内書」をご請求のうえ、ご確認ください。

庁用自動車競売のお知らせ
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私
は
、
大
佐
へ
嫁
い
で
三
十
数
年
に

な
り
ま
す
。
年
月
が
経
つ
の
は
本
当
に

早
い
も
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
両
親
か
ら
健
康
な

体
を
授
か
っ
て
、
毎
日
忙
し
く
動
い
て

お
り
ま
す
。

　

あ
る
日
、
バ
ッ
タ
リ
と
同
級
生
に
出

会
う
と
「
幸
せ
そ
う
で
す
ね
。」
と
言

わ
れ
ま
す
。「
お
陰
様
で
。」
と
答
え
ま

す
。
し
か
し
だ
れ
し
も
一
生
の
間
に
は
、

辛
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
等
々
「
喜
怒

哀
楽
」
の
繰
り
返
し
で
、
私
も
言
う
ま

で
も
な
く
今
ま
で
に
、
色
々
な
事
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

事
を
乗
り
越
え
て
き
た
時
、
後
で
思
う

こ
と
は
、
や
は
り
平
凡
で
も
い
い
「
平

凡
な
毎
日
」
が
送
れ
る
こ
と
が
、
ま
さ

に
何
物
に
も
ま
さ
る
幸
せ
だ
と
私
は
思

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
三
人
の
息
子
も
社
会
人
と

な
っ
て
、
一
息
つ
い
て
主
人
と
仕
事
の

合
間
に
少
々
の
米
作
り
、
野
菜
作
り
と

季
節
の
変
わ
り
を
食
卓
に
感
じ
な
が
ら
、

本
当
に
平
凡
な
毎
日
で
す
が
、
幸
せ
に

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
人
生
の
折
り
返

し
点
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後

自
分
ら
し
く
生
き
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
考
え
る
今
頃
で
す
。

『平凡な毎日が幸せ』

 福  島 　 琴 美   さん［大佐田治部・５６歳］
ふく しま こと み

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く
る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ
ー
の
専
用

用
紙
を
今
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹

介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の
中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
で
も

結
構
で
す
。
気
軽
に
お
便
り
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、市
長
か
ら
回
答
い
た
し
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場

合
は
、
匿
名
の
扱
い
も
し
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
用
紙
下
の
匿
名
希
望
の
欄
の

「
は
い
」
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
名
が
な
い
も

の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●提案＆お便りの送り方
・今月号で配布した専用用紙または官製
はがきに、①提案②住所③氏名④年齢
⑤電話番号を書いてお送りください。

・専用用紙は、折りたたむと封書になり
ます。切手をはらずにポストに入れて
ください。（来年３月末まで使用でき
ます）

・旧新見市で平成１６年度に配布した専
用用紙は使用できませんので、ご注意
ください。

・ファックス、電子メールでも受け付け
ています。ファックス、電子メールも
「提案＆お便り」係に届きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　７２－６２４３
・電子メール
　idea@city.niimi.okayama.jp
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　 I requested to come to Okayama Prefecture because I heard that the 
weather and people here were nice. I have found this to be true, and am 
becoming very comfortable in Niimi City, even though I have only been here 
a little more than a month. Everyone has been welcoming, and I will always 
remember the summer festivals that I got to take part in.
　Right now, I am most looking forward to getting to know my students and 
fellow teachers. I really want to learn Japanese so that I can meet and talk 
to the people of Niimi, as well as show my students that it is possible to 
learn a foreign language if you study hard enough. I also want to become a 
good teacher, so that my students can benefit from my time here.
　 I also look forward to traveling around Japan and learning as much as I 
can about Japanese culture during my time here. Likewise, I want to share 
my culture with everyone here. Don't be surprised if you meet me and I talk 
about California.
　  If you see me around Niimi, please say "Hello."  Eric Azevedo　

　僕は岡山県に来ることを希望したんです。というのも、ここは天候も人もすご
くいいと聞いてたからです。実際にこれは本当のことで、１か月ちょっと暮らし
てみただけで、新見がとても快適になってます。みんな僕を受け入れてくれて、
ふるさとまつりに参加したことをいつも思い出します。
　今では、僕の生徒や同僚の先生たちのことを知ることが、一番の楽しみです。
新見の人たちと話したいし、一生懸命勉強すれば外国語を身につけられることを
生徒にみせたいんで、本気で日本語を学びたいんです。生徒が僕から何か学び取
ってくれるような良い先生になりたいです。
　それからここに住める間は、全国を旅して日本の文化を学ぶのも楽しみです。
同様に、アメリカの文化も新見の人たちに伝えたいんです。まちで僕に会っても
びっくりしないでくださいね。カリフォルニアの話でもしましょう。気軽に“ハ
ロー”って言ってくださいね。 エリック アゼベド　

　

こ
ん
に
ち
は
。
故
郷
を
離
れ
て
、
は
や
十

九
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
お
盆
は
哲
多
に
帰
り
、
久
し
ぶ
り

に
の
ん
び
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
哲

多
に
帰
っ
て
き
た
と
き
は
、
い
つ
も
「
帰
れ

る
故
郷
が
あ
る
っ
て
い
う
の
は
素
敵
な
こ
と

だ
な
」
っ
て
思
い
ま
す
。

　

東
京
で
生
活
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
実

家
に
帰
っ
た
と
き
に
見
る
田
ん
ぼ
や
荒
戸
山

の
景
観
は
、
と
て
も
懐
か
し
い
気
持
ち
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

八
月
十
四
日
は
、
大
田
地
区
で
盆
踊
り
大

会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
結
婚
を
約

束
し
て
い
る
彼
女
と
一
緒
に
行
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
近
所
の
人
た

ち
も
昔
と
か
わ
ら
ず
、
声
を
か
け
て
く
れ
、

「
結
婚
は
い
つ
す
る
の
？
」っ
て
気
に
し
て
く

れ
た
こ
と
も
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

帰
省
中
に
は
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学

校
と
一
緒
に
過
ご
し
た
友
達
と
も
会
い
ま
し

た
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
遊
ん
だ
り
、
け
ん
か

し
た
り
し
て
き
た
本
当
に
気
心
の
知
れ
た
仲

間
と
会
う
こ
と
も
、
今
の
生
活
へ
の
大
き
な

活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
友
だ
ち
は
、

「
今
度
、
同
窓
会
を
し
よ
う
」
と
さ
っ
そ
く

連
絡
を
取
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

哲
多
に
は
、
私
の
心
を
潤
わ
せ
る
自
然
や

友
だ
ち
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
の
気

持
ち
を
解
き
ほ
ぐ
す
よ
う
な
自
然
と
、
素
朴

な
人
間
関
係
が
築
け
る
場
所
と
し
て
、
あ
り

続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

東京都狛江市

 門  屋   史 明   さん（３４歳）
かど や ふみ あき

哲多町出身
団体職員

エリック
 アゼベ

ド

米国カ
リフォ

ルニア
州出身

外国語
指導助

手とし
て哲西

中学

校、新
見第一

中学校
に勤務

。

●第７通●

★
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晩夏に牧水をしのぶ
◆二本松街道＆牧水歌碑
　フェスティバル

　８月２８日、明治の歌人若山牧水を

しのぶ「第９回二本松街道＆牧水歌

碑フェスティバル」（牧水顕彰会主

催）が、哲西町大竹の牧水二本松公

園で開かれました。地元のしらとり

朗詠会による牧水短歌の朗詠、やま

びこコーラスグループによる牧水短

歌のコーラスが次々に披露されまし

た。また、短歌コンクールに応募が

あった８９首の中から秀作１３首の表彰

も行われ、訪れた人たちは牧水をし

のんでいました。

土ひねりに挑戦
◆備前焼教室

　９月１日、油野小学校の児童１５人が、備前焼

の作品作りに挑戦しました。神郷三室の備前焼

作家・大原砂利さんの指導のもと、子どもたち

はろくろの使い方などを教えてもらいながら、

作品作りに取り組みました。この日作った皿や

コップなどは、十分乾燥させ、１０月中旬に大原

さんの窯で焼いた後、１１月に同小学校で開かれ

る収穫祭で展示する予定です。

収穫の喜びを実感
◆萬歳小学校稲刈り体験

　９月９日、子どもたちに米作りの苦労や収穫

の喜びを体験してもらうことを目的に、萬歳小

学校で稲刈りが行われました。この日は、３・

４年生の児童１３人が参加し、祖母や先生たちに

手伝ってもらいながら、立派に実った餅米の稲

をカマで刈り取りました。１１月には収穫した餅

米で料理を作り、地区の人たちにふるまう予定

です。

身近な出来事や話題などみなさんからの情報をお待ちしています。
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早食い自慢決まる
◆ニューピオーネまつり・わんこそば食い競争

　９月２３日、草間自然休養村のカルスト山荘で、「第

１４回ニューピオーネまつり・第９回わんこそば食い

競争岡山県大会」が開催されました。わんこそば食

い競争には、市内外から早食い自慢が多数参加。９８ 

杯を完食した西村千寿さん（井倉）が優勝しました。

また、会場では特産品の直売も行われ、地元でとれ

たみごとなニューピオーネを多くの人が買い求めて

いました。

歌声で鯉が窪湿原の美しさ伝える
◆きらめき広場・哲西でコンサート

　９月２１日、哲西町商工会青年部主催による「あみ 

風と空と夢・コンサート」が、きらめき広場・哲西

で開催され、多くの人が訪れました。コンサートを

通じて鯉が窪湿原の美しさや自然の大切さを感じ、

次に伝えることを目的としており、集まったお金の

一部は、鯉が窪湿原保護活動に役立てるため、関係

団体へ寄付されます。

児童が呼びかけ
◆交通安全鼓笛パレード

　９月２１日と２２日の両日、哲西町の野馳学区と矢神

学区内で、自動車などの道路利用者に対し、交通安

全運動の周知と交通ルール・マナーの実践を呼びか

けるため、小学校高学年児童による秋の交通安全鼓

笛パレードが行われました。２１日には野馳小の児童

が学校から野馳駅までを、２２日には矢神小の児童が

市哲西支局まで、それぞれ約２キロを４５分かけて歩

きました。

秋の味覚楽しむ
◆備北青年の家できのこ狩り

　９月２５日、備北青年の家周辺の山林で、「あった！

アカタケきのこ狩り」が開催されました。自然の恵

であるきのこを採り、味わうことで秋の大自然を満

喫しようと、同施設が毎年行っているもので、子ど

もから高齢者まで多くの人が参加しました。大杉道

則さん（神郷下神代）によるきのこ講座も行われ、

参加者は自分で採ってきたきのこを先生に鑑定して

もらいました。
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ま
す
。
本
人
に
自
覚
症
状
が
な
い

の
が
怖
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
状

態
は
動
脈
硬
化
を
急
激
に
悪
化
さ

せ
ま
す
。
健
診
結
果
が
あ
る
人
は
、

次
の
四
つ
の
条
件
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

予
防
の
第
一
は
、
り
ん
ご
型
肥

満
の
解
消
。
腹
八
分
目
を
守
り
、

ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
な

ど
、
毎
回
の
食
事
へ
の
注
意
が
大

切
で
す
。　
　
 

■
健
康
づ
く
り
課

 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク 

 　

シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
こ
の
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

特
に
壮
年
期
に
お
い
て
、
ウ
エ
ス

ト
回
り
が
太
く
な
る
リ
ン
ゴ
型
肥

満
の
人
が
、
軽
度
で
も
「
高
脂
血

症
」･「
高
血
圧
」･「
糖
尿
病
」
と

い
っ
た
生
活
習
慣
病
を
一
人
で
二

つ
以
上
持
っ
て
い
る
状
態
を
言
い

ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム
自分にあった食生活を
見つけましょう

●総合検診（基本健康診査、結核・肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診）

支局受付時間会　　場曜日月　日

新見

９：００～１０：３０高尾小学校火１０月４日

９：００～１０：３０新見商工会議所

水１０月５日

木１０月６日

金１０月７日

火１０月１１日

水１０月１２日

９：００～１０：３０
新見市保健福祉
センター

木１０月１３日

金１０月１４日

水１０月１９日

金１０月２１日

◆胃・大腸がん検診受付時間  ７：３０から総合検診の受付終了
時間まで。
・詳細は、「新見市保健事業年間計画表」を確認してください。

　

十
月
は
「
食
生
活
改
善
月
間
」
で
す
。
食
生
活
に
関
す
る
情

報
は
溢
れ
て
い
ま
す
。是
非
ご
自
分
に
合
っ
た
情
報
を
選
ん
で
利

用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、壮
年
期
に
お
い
て
注
意
し
た
い
項
目
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

メタボリックシンドローム
４つの条件  

①肥　満

　腹囲 男性８５�以上

　腹囲 女性９０�以上

②高脂血症予備軍

　中性脂肪１５０�/�以上又は

　HDLコレステロール４０�/�未満

③高血圧予備軍

　収縮期血圧１３０�Hg以上又は

　拡張期血圧８５�Hg以上

④糖尿病予備軍

　空腹時血糖値１１０�/�以上

◆①に加えて②③④が２つ以上当て

はまれば、メタボリックシンドロー

ムと診断されます。

●子宮がん検診
支局受付時間会　　場曜日月　日

新見

１０：００～１０：２０福本ふれあいセンター

火１０月１８日
１０：４０～１１：２０千屋市民センター
１３：３０～１４：００菅生市民センター
１４：２０～１４：５０熊谷市民センター
１０：００～１０：３０豊永市民センター

木１０月２０日 １１：００～１１：４０草間市民センター
１３：３０～１４：００井倉市民センター

大佐９：３０～１０：３０おおさ総合センター金１０月２１日

支局受付時間会　　場曜日月　日

神郷
９：３０～１１：００新郷市民センター（旧：役場新郷支所）水１０月５日
９：３０～１１：００

神郷保健センター水１０月１２日
１３：００～１４：００

哲多
１０：００～１１：００

新砥公民館木１０月１３日
１３：００～１４：００

大佐９：３０～１０：３０おおさ総合センター金１０月２１日

哲多
１０：００～１１：００

夢ひろば萬歳月１０月２４日
１３：００～１４：００

●乳がん検診
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
午前9時から午後5時までです。

【担当病院・医院】

【内科】
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

【歯科】
新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

高尾高西町
介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

診 療 日：月～金曜日（祝祭日を除く）
診療時間：１９時～２１時　診療科目：内科、小児科

１０月２日（日）
��２１１０新見中央病院新見市

�０８４７７－２－２１８０日伝医院庄原市

�０８６７－５２－１１９１金田病院（内・外）真庭市

�０８６７－６６－３６１６谷田医院（外）真庭市

１０月９日（日）
��０２１４太田病院新見市

�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－４４－２６７１近藤病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－５６８６まつうら医院（内）真庭市

�０８６６－５２－２４０３廣恵医院（内）真庭市

１０月１０日（月）
��２１２３渡辺病院新見市

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－５５－２１２１河本病院（内・外）真庭市

�０８６７－４４－２１３２米田医院（内）真庭市

１０月１６日（日）
��２１２３渡辺病院新見市

�０８４７７－２－００５４細川医院庄原市

�０８６７－６２－２２２１湯原温泉病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－０１２２イケヤ医院（内）真庭市

�０８６６－５２－２４６９牧原医院（外）真庭市

１０月２３日（日）
��３１０５長谷川記念病院新見市

�０８４７７－２－２６２６久岡医院庄原市

�０８６７－５２－１１３３落合病院（内・外）真庭市

�０８６７－４４－２６７１近藤病院（内）真庭市

１０月３０日（日）
��０２１４太田病院新見市

�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－４４－３１６１勝山病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－７３００まにわ整形外科真庭市

�０８６６－５２－９８９８さとう医院（外）真庭市

●献血

＊６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験が
ある人に限られます。 

＊身分確認ができる物を持参してください。
＊詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

支局受付時間会　　場曜日月　日

哲西１０：００～１１：３０きらめき広場・哲西水１０月５日

新見
１０：００～１２：００新見商工会議所

水１０月１９日
１４：００～１５：３０サンパーク新見

●健康相談
受付時間会　　　場曜日月　日

９：３０～１５：００

哲西支局（市民福祉課相談室）金１０月７日

大佐支局（おおさ総合センター）水１０月１２日

神郷支局（神郷保健センター）金１０月２１日

哲多支局（哲多総合センター）火１０月２５日

＊なお、新見支局（新見市保健福祉センター）では随時行っています。

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１４年３月生１３：００～１３：３０保健福祉センター水１０月１９日

●2歳6か月児歯科健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１５年３月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火１０月４日

●1歳6か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年３月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月１０月３１日

●乳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年１２月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火１０月１１日

●離乳食教室 
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年６･７月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月１０月１７日

●ひよこクラス
時　　間会　　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００保健福祉センター月１０月３日

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん
内　容　座談会
用意するもの　母子手帳
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行
政
相
談
週
間
の 

実
施
に
つ
い
て

　

総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務
所

で
は
、
行
政
相
談
と
し
て
、
国
な

ど
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、

そ
の
他
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
政
相
談
に
つ
い
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
を
深
め
、

さ
ら
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

総
務
省
で
は
十
月
十
七
日
�
か
ら

二
十
三
日
�
ま
で
の
一
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
次

の
日
程
で
行
政
相
談
委
員
が
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
の
内
容
は
、
道
路
、
河
川
、

年
金
、
雇
用
、
労
災
保
険
、
福
祉
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
行
政
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
関
す
る
こ
と
で
す

の
で
、
小
さ
な
事
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
各
支
局
ご
と
の
行
政
相
談
日

【
新
見
支
局
管
内
】

■
日
時

　

十
月
十
九
日
�

　

十
時
〜
十
五
時
ま
で

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
担
当
者

・
行
政
相
談
員

　

赤
木
聡
人
（
�
�
２
４
２
９
）

【
大
佐
支
局
管
内
】

■
日
時

　

十
月
十
三
日
�

　

十
時
〜
十
五
時
ま
で

■
場
所　

お
お
さ
総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
担
当
者

・
行
政
相
談
員

　

山
本
武
男
（
�
�
２
０
７
９
）

【
神
郷
支
局
管
内
】

■
日
時

　

十
月
十
四
日
�

　

十
時
〜
十
五
時
ま
で

■
場
所　

新
郷
市
民
セ
ン
タ
ー

■
相
談
担
当
者

・
行
政
相
談
員

　

長
谷
川
輝
実（
�
�
５
４
５
６
）

【
哲
多
支
局
管
内
】

■
日
時

　

十
月
十
七
日
�
〜
二
十
三
�
十

時
〜
十
五
時
ま
で

■
場
所　

相
談
員
自
宅
（
哲
多
町

蚊
家
三
六
七
四
番
地
）

■
相
談
担
当
者

・
行
政
相
談
員

　

林　

秋
夫
（
�
�
３
３
１
１
）

※
必
ず
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
哲
西
支
局
管
内
】

■
日
時　

十
月
七
日
�

　

十
時
〜
十
五
時
ま
で

■
場
所　

き
ら
め
き
広
場
・
哲
西

■
相
談
担
当
者

・
行
政
相
談
員

　

赤
木
盛
美
（
�
�
２
２
５
５
）

　

各
地
区
の
行
政
相
談
員
は
、
自

宅
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
総
務
省
岡
山
行

政
評
価
事
務
所
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

（
行
政
苦
情
１
１
０
番：

�
０
８

６
�
２
２
４
�
１
１
０
０
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
８
６
�
２
２
１
�
５
６
６
１
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

（
�
�
６
２
０
４
）

下
宿
・
ア
パ
ー
ト
を 

さ
が
し
て
い
ま
す

　

新
見
公
立
短
期
大
学
で
は
、
来

春
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
の
新
入

学
生
の
た
め
の
下
宿
・
ア
パ
ー
ト

を
大
学
事
務
局
で
紹
介
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
、
提
供
し
て
く
だ
さ

る
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
管
理
人
が
近
く
に

い
る
下
宿
な
ど
を
希
望
し
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
で
も
結
構
で
す
。
な
お
、

男
子
学
生
の
下
宿
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

十
月
三
十
一
日
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
立
短
大
事
務
局
学
務
課

（
�
�
０
６
３
４
）

収
穫
祭
と
作
品
展

　

岡
山
県
健
康
の
森
学
園
で
は
、

本
学
園
を
一
層
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、「
収
穫
祭
と
作
品
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

学
園
で
丹
誠
込
め
て
作
っ
た
野

菜
を
は
じ
め
、
多
く
の
収
穫
物
や

園
生
の
作
品
が
所
狭
し
と
並
び
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
健
康
の
森

学
園
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

十
月
二
十
九
日
�

　

十
時
二
十
分
〜
十
四
時
三
十
分

※
雨
天
決
行

■
場
所

おおおおおおおお

しししししししし

らららららららら

せせせせせせせせ

お

し

ら

せ



I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

29 市報にいみ 第7号
October 2005

おしらせ

含
み
ま
せ
ん
。

・
治
療
歯
は
そ
の
数
に
含
み
ま
す

が
、
ブ
リ
ッ
ジ
、
入
れ
歯
で
な

く
な
っ
た
部
位
を
お
ぎ
な
っ
て

い
る
も
の
は
含
み
ま
せ
ん
。

■
表
彰

　

申
し
出
の
多
い
場
合
、
県
の
審

査
基
準
に
よ
り
上
位
の
人
か
ら

表
彰
し
ま
す
。

■
締
め
切
り

　

十
月
二
十
一
日
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課

　

（
�
�
６
１
２
９
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査 

が
実
施
さ
れ
ま
す

　

一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
調

査
す
る
地
籍
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
人
口
集
中
地
区
を
調
査
対

象
と
し
て
、
都
市
再
生
街
区
基
本

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
・
県
・
市
道

お
よ
び
水
路
な
ど
公
共
物
の
街
区

を
調
査
す
る
も
の
で
、
街
区
基
準

点
を
整
備
し
、
街
区
測
量
を
実
施

し
な
が
ら
公
図
（
切
り
絵
図
）
を

補
正
し
た
素
図
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
将
来
の
地
籍
調
査
に
活
用

さ
れ
、
道
路
の
整
備
・
維
持
管
理

が
円
滑
に
進
み
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
地
区
内
の
地
権
者

の
み
な
さ
ん
に
境
界
立
会
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
事
業
主
体
は
、
国
土
交
通

省
が
実
施
す
る
事
業
の
一
環
で
、

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が

実
施
し
ま
す
。

■
調
査
期
間

　

平
成
十
七
年
十
月
か
ら
平
成
十

八
年
三
月
（
予
定
）

■
対
象
地
区

　

新
見
・
高
尾
・
西
方
の
人
口
集

中
地
区
（
人
口
密
度
四
千
人
以

上
／
�
）

■
作
業
内
容

　

現
地
踏
査
（
公
共
基
準
点
お
よ

び
官
民
境
界
杭
な
ど
の
状
況
の

調
査
）

■
街
区
測
量

　

平
成
十
八
年
度
実
施

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
再
生
機
構
西
日
本
支
社
都

市
再
生
企
画
部

　

（
�
０
６
�
６
９
６
９
�
９
４

１
９
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
九
時
三
十
分

〜
十
七
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

岡
山
県
健
康
の
森
学
園

■
日
程

・
受
付　
　
　
　

九
時
五
十
分
〜

・
開
会
行
事　
　

十
時
二
十
分
〜

・
収
穫
物
販
売　

十
時
五
十
分
〜

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

十
三
時
〜

・
閉
会
行
事　
　
　
　

十
四
時
〜

※
作
品
展
示　
　

十
時
五
十
分
〜

※
即
売
会
場
に
て
軽
食
販
売
を
行

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
健
康
の
森
学
園

　

（
�
�
２
９
９
５
）

八
〇
二
〇
達
成
者
募
集
！

　

県
健
康
対
策
課
で
は
、
県
内
に

お
住
ま
い
の
八
十
歳
以
上
で
、
自

分
の
歯
が
二
十
本
以
上
あ
る
人
を

対
象
に
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次
の
基
準
に

該
当
す
る
人
に
限
り
ま
す
。

■
応
募
基
準

・
自
分
の
歯
と
は
、
か
め
る
状
態

の
歯
の
事
で
す
が
、
む
し
歯
で

歯
が
な
く
な
り
根
っ
こ
だ
け
に

な
っ
て
い
る
歯
は
除
き
ま
す
。

・
歯
の
本
数
の
確
認
は
、
本
人
が

行
う
も
の
と
し
ま
す
。

・
対
象
者
に
は
、
平
成
十
七
年
度

中
に
八
十
歳
を
迎
え
る
人
を
含

み
ま
す
。

・
歯
の
数
に
は
「
親
し
ら
ず
」
は

◆面　積　793.27km2

◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36,962人（－２５人）
　　　男　１７，６１０人（－７人）
　　　女　１９，３５２人（－１８人）
　出生…２２人　　転入…５３人
　死亡…２５人　　転出…７５人
　　　世帯数　12,677世帯（－２世帯）
　（平成１７年８月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■市県民税〈３期〉
■国民健康保険税〈４期〉
■介護保険料普通徴収
　（納付書で納める場合）〈４期〉

■納付期限／１０月３１日

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料
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岡
山
県
立
博
物
館 

「
岡
山
の
名
宝
」
展
開
催

　

私
た
ち
の
郷
土
岡
山
は
、
古
代

か
ら
吉
備
の
国
と
呼
ば
れ
、
日
本

の
歴
史
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま

国
体
」
お
よ
び
「
輝
い
て
！
お
か

や
ま
大
会
」
の
開
催
に
併
せ
て
、

「
岡
山
の
名
宝
」展
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

岡
山
ゆ
か
り
の
国
宝
・
重
要
文

化
財
を
は
じ
め
、
優
れ
た
美
術
工

芸
品
を
一
堂
に
集
め
て
公
開
す
る

と
と
も
に
、
歴
代
の
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
の
作
品
を
公
開
し
、

未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
る
岡
山
の

わ
ざ
と
美
を
紹
介
し
ま
す
。

■
会
期

　

十
月
七
日
�
〜
十
一
月
七
日
�

■
会
館
時
間

　

九
時
三
十
分
〜
十
七
時

■
休
館
日　

十
月
十
一
日
�
、
十

七
日
�
、
三
十
一
日
�

■
入
館
料

　

大
人　
　

六
百
円

　

高
校
生　

四
百
円

　

小
人　
　

百
八
十
円

※
六
十
五
歳
以
上
・
五
歳
未
満
は

入
館
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
立
博
物
館

　

（
�
０
８
６
�
２
７
２
�
１
１

４
９
・h

ttp://w
w

w
.pref.oka

yam
a.jp/kyoiku

/ken
h

aku
/

h
aku

bu
.h

tm

）

入
っ
て
い
ま
す
か
？ 

労
働
保
険

　

十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
は
、

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す

　

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
が
で
き
て
い
な
い

事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
労
働
保
険
の
事
務
処
理

を
代
行
し
て
行
う
労
働
保
険
事
務

組
合
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
見

　

（
�
�
３
１
５
１
）

　

新
見
労
働
基
準
監
督
署

　

（
�
�
１
１
３
６
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

建
退
共
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
人
の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
」
に
基
づ
き
、
国
が
作

っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
建
退
共
岡
山
支
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

おしらせ

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
人

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金　

日
額　

三
百
十
円

■
特
長
（
主
な
も
の
）

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
込
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
・
建
設
業
退
職
金
共

済
岡
山
支
部

　

（
�
０
８
６
�
２
２
５
�
４
１

３
３
・h

ttp://w
w

w
.ken

taik
yo.taisyoku

kin
.go.jp/

）

成
人
式
の
日
程
決
ま
る

　

平
成
十
七
年
度
新
見
市
成
人
式

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
回

の
市
報
に
掲
載
し
ま
す
。

■
日
程

　

平
成
十
八
年
一
月
二
日
�

・
受
付　

十
三
時
〜
十
四
時

・
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
懇

談
会　

十
四
時
〜

■
場
所　

ま
な
び
広
場
に
い
み

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

 
（
�
�
６
１
４
７
）

１０月は「都市緑化月間」です
　国および地方公共団体は、「都市に緑と公園を」の統一テーマに、
地域住民の緑化意識の醸成や住民参加による緑豊かな美しいまちづ
くり、地球温暖化対策にも資する緑の保全を進めています。
　新見市においても、身近な都市公園、駅前広場などの環境美化を
推進する目的で、ごみ拾いなどのボランティアを募集します。ご連
絡いただければ、活動に必要なゴミ袋を市で準備します。

■問い合わせ先　都市建設課都市計画係（��６１３１）



31 市報にいみ 第7号
October 2005

　

山
下
清
は
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
、
東
京
・

浅
草
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
三
歳
の
時
重
病
に
か
か

り
、
そ
の
後
遺
症
で
軽
い
言
語
障
害
が
残
り
、
十

二
歳
で
千
葉
県
の
養
護
施
設
に
入
園
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
貼
絵
と
出
会
い
、
美
術
の
才
能
を
開
花
さ

せ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
十
八

歳
に
な
る
と
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
一
つ

で
学
園
を
飛
び
出

し
、
三
十
二
歳
ま

で
自
由
気
ま
ま
な

放
浪
生
活
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
旅

先
で
は
ほ
と
ん
ど

ス
ケ
ッ
チ
な
ど
せ

●きらめき子ども教室
　きらめき広場・哲西  １３：００～１５：００土１０/１

●神郷ふるさと祭  夢すき公園  ９：３０～１６：００日２
●市長とフリートーク  哲多総合センター  １９：００～月３
●市長とフリートーク
　福本ふれあいセンター  １８：３０～火４

●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００水５
木６
●心配ごと相談  きらめき広場・哲西  １０：００～１５：００
●ひとり暮らし高齢者の集い（遠足・真庭市方面）
　１０：００～１５：００

金７

●水源の森づくり植樹のつどい
　大佐大井野道仙後  １１：３０～１４：３０土８

●第６１回岡山県畜産共進会
　真庭市久世総合家畜市場   ９：００～日９

月１０
●市長とフリートーク
　石蟹ふれあいセンター  １８：３０～ 火１１

●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００水１２
●交通事故相談  山村開発センター  １０：３０～１５：００木１３
●市長とフリートーク  総合福祉センター  １８：３０～ 金１４
●御神幸武器行列  新見船川八幡宮  １３：３０～ 
●きらめき子ども教室
　きらめき広場・哲西  １３：００～１５：００

土１５

日１６
月１７
●市長とフリートーク  草間市民センター  １８：３０～火１８
●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００
●法律相談（要予約）
　総合福祉センター  １０：００～１５：００            　
●合同相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００
●市長とフリートーク  熊谷市民センター  １８：３０～

水１９

　木２０
金２１
●晴れの国おかやま国体開催記念市民ビリヤード大
会  哲西体育館    ９：００～１５：００ 土２２

●第６０回国民体育大会秋季大会ソフトボール競技成
年女子
　憩いとふれあいの公園　８：２０～１６：００（２６日まで）
●第６０回国民体育大会秋季大会グラウンド・ゴルフ
競技  岡山県健康の森ふれあい広場  ９：００～１６：３０

●第６０回国民体育大会秋季大会ビリヤード競技
　哲西体育館  ９：００～１７：３０

日２３

月２４
　火２５
●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００
●友愛給食サービス
　きらめき広場・哲西  ８：００～１１：００

水２６

木２７
金２８
土２９
●おおさ風まつり
　おおさ総合センター  １０：００～１５：００日３０

月３１
●市政バス「やまびこ号」新見庄史跡めぐり
　近隣史跡  ９：３０～１５：００火１１/１

●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００水２
木３
●ひとり暮らし高齢者の集い
　新見保育所  １０：００～１５：００金４

●備中国新見庄まつり
　旧正田保育所跡地周辺（６日まで）                    　
●きらめき子ども教室
　きらめき広場・哲西  １３：００～１５：００          　
●青年の家イベント祭  備北青年の家  ９：３０～１５：３０

土５

日６
●心配ごと相談  きらめき広場・哲西  １０：００～１５：００月７

行事予定１０１０月月・・１１１１月月

新
市
施
行
・
新
見
美
術
館
開
館　

周
年
記
念
特
別
展
Ⅲ

１５

〜
放
浪
の
天
才
画
家
〜

　

山
下 
清 
展

■新見美術館（��７８５１）
　　　　　　　休館日：期間中無休

１０月６日（木）～
１１月６日（日）まで

新
美術

見
館

書図 館
■休館日　３日・１１日・１７日・

２４日・２８日・３１日
※１１月９日まで火・水・木曜日
を１８:００まで開館しています。以
降は通常の火・木曜日のみ、
１８:００までの開館となります。
●哲西図書館
こども映画会
　１０月８日�　１４：００～
　　「バンビ」
おはなし会
　１０月２２日�　１４：００～
図書館まつり
　１１月１２日�　１３：００～
■休館日　なし
●おおさ総合センター図書コーナー
■休館日　３日・１１日・１７日・

２４日・３１日
●やまびこ広場神郷図書コーナー
■休館日　毎週木曜日・３１日

●新見図書館
図書館こどもフェスティバル
　１０月８日�　１０:００～
こどもお楽しみ会
　１０月２５日�　１５:００～
　　腹話術と映画会
　　　腹話術「おこちゃん」
　　　アニメ「しんまいパパの

モルテン」ニルスのふし
ぎな旅より

郷土文学講座
　「ご存じ！郷土出身の偉才・赤
木桁平こと池崎忠孝　文筆
家・政治家としての人物像を
探る」＜講師：郷土文学研究
家　森　幸影氏＞
　　第１回　１０月１８日�
　　　１３:３０～１５:３０
　　第２回　１１月１日�
　　　１３:３０～１５:３０
　　第３回　１１月１１日�
　　　１３:００～１７:００

ず
、
ふ
ら
り
と
学
園
に
戻
っ
て
き
て
は
旅
の
思
い

出
を
ノ
ー
ト
に
文
章
で
残
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
貼
絵
の
制
作
を
続
け
ま
し
た
。

　

自
然
と
風
景
を
愛
し
、
豊
か
な
詩
情
を
貼
絵
や

水
彩
に
表
現
し
、「
放
浪
の
天
才
画
家
」、「
日
本
の

ゴ
ッ
ホ
」
な
ど
と
称
さ
れ
、
日
本
中
の
人
々
に
愛

さ
れ
た
山
下
清
。
そ
の
作
品
は
実
際
の
風
景
よ
り

色
鮮
や
か
で
暖
か
く
、
日
本
人
が
求
め
る
ど
こ
か

懐
か
し
い
情
景
で
、
い
ま
も
多
く
の
人
々
に
感
動

を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
新
市
施
行
な
ら
び
に
新
見
美
術
館
開

館
十
五
周
年
を
記
念
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、
山

下
清
の
初
期
か
ら
放
浪
時
代
の
作
品
、
晩
年
に
旅

し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
な
ど
、
貼
絵
を
中
心
に

油
彩
画
、
水
彩
画
、
ペ
ン
画
、
陶
芸
な
ど
、
百
二

十
余
点
を
展
示
し
山
下
清
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

山下　清《長岡の花火》

●観覧料　一般…７００円　中高生…３００円　小学生…２００円
※ただし、市内の小中学生は無料



この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

古紙パルプ配合率１００％
再生紙を使用しています。

★１１月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、１０月１７日までに企画課企画広報係（��６１１４）にご一報ください。

今
月
、
満
１
歳
に
な
る

　

子
ど
も
た
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

　
　

大
き
く
な
っ
て
ね 
！
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こちら
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●朝晩がとても涼しく、本格的な秋がやっ

てきました。これから冬に向かって寒く

なり、暖房を使う季節になります。環境省

では地球温暖化防止のため、ウォームビズ

を呼びかけています。暖房に頼り過ぎず、

働きやすく暖かく格好良い服装を心がけ、

さらに暖房時のオフィスの室温を２０�に

するという試みです。日本では年間の暖

房日の方が冷房日数よりも多いため、夏の

冷房の設定温度を２７�から２８�に設定し

た場合に比べ、約４.４倍の二酸化炭素の削

減効果があるそうです。

　９月４日、阿新農協と新見市の共催で、第

１回新見市畜産共進会が哲多町本郷の旧本郷

家畜市場周辺で開催されました。新見市和牛

改良組合各支部から選りすぐりの和牛３３頭

が、体型などの比較審査を受け、グランドチャ

ンピオンに、竹本弘さん（哲西町畑木）が出

品した「おくひめ６の７」が選ばれました。

優等入賞牛の中から選ばれた１６頭が、真庭市

で開かれる県畜産共進会に出場します。

●新見市畜産共進会●新見市畜産共進会
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    瀬  もえちゃん
せ

（大佐小阪部／１０・４生）
 伴  藤   誠 康   ちゃん

ばん どう なり やす

（唐松／１０・４生）

 森 　 天 秀   ちゃん

もり てん しゅう

（新見／１０・１７生）

 前  本   泰 輝   ちゃん

まえ もと たい き

（長屋／１０・１５生）
 赤  場   奎 哉   ちゃん

あか ば ふみ や

（高尾／１０・１４生）
 原  田   弥 伶   ちゃん

はら だ み れい

（法曽／１０・１２生）
 妹  尾   華 菜   ちゃん

せの お か な

（哲西町畑木／１０・９生）

 逸  見   優 妃   ちゃん

へん み ゆう ひ

（哲多町矢戸／１０・２８生）
 横  張   実 咲   ちゃん

よこ はり み さき

（大佐小阪部／１０・２５生）
 生  田 みなみちゃん
いく た

（西方／１０・２３生）
 谷  村 　翼   ちゃん

たに むら つばさ

（菅生／１０・２０生）

 梅  原   朱 音   ちゃん

うめ はら あや ね

（大佐小阪部／１０・８生）
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